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はじめに
このたびは、高速データアクイジションユニット SL1000 をお買い上げいただきましてありがとうござ
います。このユーザーズマニュアルは、SL1000 ユニットで使用できる測定モジュールの仕様をまと
めたものです。設定方法などは別冊のデータアクイジションソフトウエアユーザーズマニュアルをご
覧ください。ご使用前にこのマニュアルをよくお読みいただき、正しくお使いください。
お読みになったあとは大切に保存してください。ご使用中に操作がわからなくなったときなどにきっ
とお役に立ちます。なお、SL1000 のマニュアルとして、このマニュアルを含め、次のものがあります。
あわせてお読みください。

マニュアル名 マニュアルNo. 内容
SL1000
高速データアクイジションユニット 
ユーザーズマニュアル

IM 720120-01 SL1000 の通信機能を除く全機能と、その操作方
法について説明しています。

SL1000 アクイジションソフトウエア 
ユーザーズマニュアル

IM 720120-61 SL1000 を設定、制御するためのアクイジション
ソフトウエアの全機能と、その操作方法につい
て説明しています。

SL1000 入力モジュール仕様編 
ユーザーズマニュアル

IM 720120-51 本書です。SL1000 に装着できる入力モジュール
の仕様について、説明しています。

モジュールをご使用いただく前に IM 701250-04 モジュールの取り扱い上の注意について説明し
ています。

701992 Xviewer  
インストールマニュアル

IM 701992-02 Xviewer* をインストールする手順について説明
しています。

SL1000
High-Speed Data Acquisition Unit

IM 720120-92 中国向け文書

Safety Instruction Manual IM 00C01C01-01Z1 安全マニュアル ( 欧州の言語 )
*	 Xviewer のユーザーズマニュアルは Xviewer のヘルプとして閲覧できます。

各国や地域の当社営業拠点の連絡先は、下記のシートに記載されています。
ドキュメントNo. 内容
PIM113-01Z2 国内海外の連絡先一覧

ご注意
・	 本書の内容は、性能・機能の向上などにより、将来予告なしに変更することがあります。また、実

際の画面表示内容が本書に記載の画面表示内容と多少異なることがあります。
・	 本書の内容に関しては万全を期していますが、万一ご不審の点や誤りなどお気づきのことがありま

したら、お手数ですが、お買い求め先か、当社支社・支店・営業所までご連絡ください。
・	 本書の内容の全部または一部を無断で転載、複製することは禁止されています。
・	 本製品の TCP/IP ソフトウエア、および TCP/IP ソフトウエアに関するドキュメントは、カリフォル

ニア大学からライセンスされた BSD Networking Software, Release 1 をもとに当社で開発 / 作成し
たものです。

商標
・	 Microsoft、Windows XP、Windows Vista、Windows 7、および Windows 8 は、米国 Microsoft 

Corporation の、米国およびその他の国における登録商標または商標です。
・	 Adobe、Acrobat は、アドビシステムズ社の登録商標または商標です。
・	 GIGAZoom ENGINE は横河電機 ( 株 ) の登録商標です。
・	 本文中の各社の登録商標または商標には、®、TM マークは表示していません。
・	 その他、本文中に使われている会社名、商品名は、各社の登録商標または商標です。

11th Edition: November 2021 (YMI)
All Rights Reserved, Copyright © 2007 Yokogawa Electric Corporation
All Rights Reserved, Copyright © 2013 Yokogawa Test & Measurement Corporation
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このマニュアルで使用している記号と表記法

単位
k‥‥‥1000 の意味です。	 使用例：100kS/s( サンプルレート )
K‥‥‥1024 の意味です。	 使用例：720K バイト ( ファイルの容量 )

注記
このマニュアルでは、注記を以下のようなシンボルで区別しています。

	 本機器で使用しているシンボルマークで、人体への危険や機器の損傷の恐れが
あることを示すとともに、その内容についてユーザーズマニュアルを参照する
必要があることを示します。ユーザーズマニュアルでは、その参照ページに目
印として、「警告」「注意」の用語と一緒に使用しています。

	 警　　告	 取り扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う危険があるときに、
その危険を避けるための注意事項が記載されています。

	 注　　意	 取り扱いを誤った場合に、使用者が軽傷を負うか、または物的損害のみが発生
する危険があるときに、それを避けるための注意事項が記載されています。

Note 	 本機器を取り扱ううえで重要な情報が記載されています。
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1	 高速 10MS/s 12 ビット絶縁モジュール (701250)
仕様

この入力モジュール 701250 は、欧州 RoHS 指令 ( 環境規格 ) に適合しません。欧州圏以外の環境規制
/ 規格の適合については、お近くの横河オフィスまでお問い合わせください (PIM 113-01Z2)。

項目 仕様
基準動作状態 温度： 23 ± 5℃

湿度： 20 ～ 80％ RH
ウォームアップ時間 30 分以上経過後にキャリブレーション実行後

入力チャネル数 2
入力カップリング設定 AC、DC、GND
最高サンプルレート 10MS/s
入力形式 絶縁不平衡
周波数特性 *1

( 振幅がレンジの 60％相当
の正弦波を入力したときの
− 3dB 減衰点 )

DC ～ 3MHz 

電圧軸レンジ設定範囲 50mV レンジ～ 200V レンジ (1-2-5 ステップ )　（1:1 Probe Factor のとき）
最大入力電圧
( 周波数が 1kHz 以下 
のとき )

700929(10:1)/702902(10:1)/701947(100:1) との組み合わせ *2：
600V(DC ＋ ACpeak)

701901 ＋ 701954 との組み合わせ (1:1)*4：
200V(DC ＋ ACpeak)( 安全規格を満足する値 )
250V(DC ＋ ACpeak)( 最大許容電圧、印加しても破損しない値 )

直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*6：
42V(DC ＋ ACpeak)

最大定格対地間電圧
入力－ケース間
各入力間
( 周波数が 1kHz 以下 
のとき )

安全規格の WorkingVoltage
700929(10:1)/702902(10:1)/701947(100:1) との組み合わせ *3、または 701901 ＋ 701954 との組み
合わせ (1:1)*5：

400Vrms( 測定カテゴリなし O(Other))、300Vrms(CAT II)
直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*7：

42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)
垂直軸 ( 電圧軸 ) 確度
DC 確度 *1 

50mV レンジ～ 200V レンジ：　± (0.5％ of レンジ )

入力コネクタ BNC コネクタ ( 絶縁タイプ )
入力インピーダンス 1MΩ± 1％、約 35pF
AC 結合時の 
−3dB 低域減衰点

10Hz 以下 (700929/702902 使用時は 1Hz 以下、701947 使用時は 0.1Hz 以下 )

コモンモード除去比 80dB(50/60Hz) 以上 (Typical 値 *8)
残留ノイズレベル
( 入力部を短絡 )

± 400µV またはレンジの± 0.6％のどちらか大きい方 (Typical 値 *8)

耐電圧 2300Vrms、2 秒間 ( 各入力端子 - アース間 ) (60Hz)
絶縁抵抗 500VDC、10MΩ以上 ( 各入力端子 - アース間 )
A/D 変換分解能 12 ビット (1500LSB/ レンジ )
温度係数 ゼロ点： 50mV レンジ～ 200V レンジ： 　± (0.05％ of レンジ )/℃ (Typical 値 *8)

利得： ± (0.02％ of レンジ )/℃ (Typical 値 *8)
帯域制限 Full/500kHz/50kHz/5kHz/500Hz より選択可能

遮断特性： −18dB/OCT(Typical 値 *8)
プローブの減衰比設定 電圧プローブ： 1:1、10:1、100:1、1000:1

電流プローブ： 1A:1V、10A:1V(701932/701933 用 )、100A:1V(701930/701931 用 )
電流クランププローブ： 1A:10mV (720930 用 )

1A:2.5mV (720931 用 )
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項目 仕様
適合プローブ /
接続ケーブル

電圧プローブ：推奨
700929(10:1 安全プローブ )、20 〜 45pF：600V(DC ＋ ACpeak) 以下の測定用
702902(10:1 安全プローブ )、25 〜 40pF：600V(DC ＋ ACpeak) 以下の測定用
701947(100:1 安全プローブ )、15 〜 45pF：600V(DC ＋ ACpeak) 以下の測定用

電流プローブ (SL1000 ユニットより電源供給可能、オプション )
701930(150A)、701931(500A)、701932(30A)、701933(30A)

電流クランププローブ
720930(50A)、720931(200A)

高電圧差動プローブ ( 付属する GND ケーブルは SL1000 ユニット筐体に接続すること )
700924(1000:1、100:1/1400V(DC ＋ ACpeak))：1400V(DC ＋ ACpeak) 以下の測定用

接続ケーブル ( 高電圧用 1:1)
701901( 絶縁タイプ BNC- 安全ワニグチアダプタ× 2：200V(DC ＋ ACpeak) 以下測定用 )、
別途ワニグチクリップ (701954) が必要

接続ケーブル ( 低電圧用 1:1)
366926( 非絶縁タイプ BNC- ワニグチクリップ× 2：42V(DC ＋ ACpeak) 以下の低電圧測定用 )

*1	 基準動作状態で測定した値です。

H

L

700929/702902/701947との組み合わせ

*2

*3

700929
702902
701947

701901+701954との組み合わせ

H

L

直接入力(安全規格に適合しないケーブル)

*6
*7

BNC

H

L

701901 701954 *4

*5

*8	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。

1  高速 10MS/s 12 ビット絶縁モジュール (701250) 仕様



7IM 720120-51

2	 高速 10MS/s 12 ビット絶縁モジュール (720250)
仕様

項目 仕様
基準動作状態 温度： 23 ± 5℃

湿度： 20 ～ 80％ RH
ウォームアップ時間 30 分以上経過後にキャリブレーション実行後

入力チャネル数 2
入力カップリング設定 AC、DC、GND
最高サンプルレート 10MS/s
入力形式 絶縁不平衡
周波数特性 *1

(振幅がレンジの±60% 相当の
正弦波を入力したときの−3dB
減衰点 )

DC ～ 3MHz 

電圧軸レンジ設定範囲 50mV レンジ～ 200V レンジ (1-2-5 ステップ )　（1:1 Probe Factor のとき）
最大入力電圧
( 周波数が 1kHz 以下 
のとき )

700929(10:1)/702902(10:1)/701947(100:1) との組み合わせ *2：
800V(DC ＋ ACpeak)

701901 ＋ 701954 との組み合わせ (1:1)*4：
200V(DC ＋ ACpeak)( 安全規格を満足する値 )
250V(DC ＋ ACpeak)( 最大許容電圧、印加しても破損しない値 )

直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*6：
42V(DC ＋ ACpeak)

最大定格対地間電圧
入力－ケース間
各入力間
( 周波数が 1kHz 以下 
のとき )

安全規格の WorkingVoltage
700929(10:1)/702902(10:1)/701947(100:1) との組み合わせ *3、または 701901 ＋ 701954 との組み
合わせ (1:1)*5：

400Vrms(CAT II)
直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*7：

42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)
垂直軸 ( 電圧軸 ) 確度
DC 確度 *1 

± (0.5％ of レンジ )

入力コネクタ BNC コネクタ ( 絶縁タイプ )
入力インピーダンス 1MΩ± 1％、約 35pF
AC 結合時の 
−3dB 低域減衰点

10Hz 以下 (700929/702902 使用時は 1Hz 以下、701947 使用時は 0.1Hz 以下 )

コモンモード除去比 80dB(50/60Hz) 以上 (Typical 値 *8)
残留ノイズレベル
( 入力部を短絡 )

± 400µV またはレンジの± 0.6％のどちらか大きい方 (Typical 値 *8)

耐電圧 2300Vrms、2 秒間 ( 各入力端子 - アース間 )
絶縁抵抗 500VDC、10MΩ以上 ( 各入力端子 - アース間 )
A/D 変換分解能 12 ビット (150LSB/div)
温度係数 ゼロ点： ± (0.05％ of レンジ )/℃ (Typical 値 *8)

利得： ± (0.02％ of レンジ )/℃ (Typical 値 *8)
帯域制限 Full/500kHz/50kHz/5kHz/500Hz より選択可能

遮断特性： −18dB/OCT(Typical 値 *8)
プローブの減衰比設定 電圧プローブ： 1:1、10:1、100:1、1000:1

電流プローブ： 1A:1V、10A:1V(701932/701933 用 )、100A:1V(701930/701931 用 )
電流クランププローブ： 1A:10mV (720930 用 )

1A:2.5mV (720931 用 )
適合プローブ /
接続ケーブル

電圧プローブ：推奨
700929(10:1 安全プローブ )、20 〜 45pF：1000V(DC ＋ ACpeak) 以下の測定用
702902(10:1 安全プローブ )、25 〜 45pF：1000V(DC ＋ ACpeak) 以下の測定用
701947(100:1 安全プローブ )、15 〜 45pF：1000V(DC ＋ ACpeak) 以下の測定用

電流プローブ (SL1000 ユニットより電源供給可能、オプション )
701930(150A)、701931(500A)、701932(30A)、701933(30A)、701917(5A)、701918(5A)

電流クランププローブ
720930(50A)、720931(200A)

高電圧差動プローブ ( 付属する GND ケーブルは SL1000 ユニット筐体に接続すること )
700924(1000:1、100:1/1400V(DC ＋ ACpeak))：1400V(DC ＋ ACpeak) 以下の測定用

接続ケーブル ( 高電圧用 1:1)
701901( 絶縁タイプ BNC- 安全ワニグチアダプタ× 2：200V(DC ＋ ACpeak) 以下測定用 )、
別途ワニグチクリップ (701954) が必要

接続ケーブル ( 低電圧用 1:1)
366926( 非絶縁タイプ BNC- ワニグチクリップ× 2：42V(DC ＋ ACpeak) 以下の低電圧測定用 )
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*1	 基準動作状態で測定した値です。

H

L

700929/702902/701947との組み合わせ

*2

*3

700929
702902
701947

701901+701954との組み合わせ

H

L

直接入力(安全規格に適合しないケーブル)

*6
*7

BNC

H

L

701901 701954 *4

*5

*8	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。

2  高速 10MS/s 12 ビット絶縁モジュール (720250) 仕様
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3	 高速高分解能 1MS/s 16 ビット絶縁モジュール
(701251) 仕様

項目 仕様
基準動作状態 温度： 23 ± 5℃

湿度： 20 ～ 80％ RH
ウォームアップ時間 30 分以上経過後にキャリブレーション実行後

入力チャネル数 2
入力カップリング設定 AC、DC、GND
最高サンプルレート 1MS/s
入力形式 絶縁不平衡
周波数特性 *1

( 振幅がレンジの 60％相当
の正弦波を入力したときの
−3dB 減衰点 )

50mV レンジ～ 200V レンジ： DC 〜 300kHz
20mV レンジ、10mV レンジ： DC 〜 200kHz

電圧軸レンジ設定範囲 10mV レンジ～ 200V レンジ (1-2-5 ステップ )　(1:1 Probe Factor のとき )
最大入力電圧 
( 周波数が 1kHz 以下の 
とき )

700929(10:1)/702902(10:1)/701947(100:1) との組み合わせ *2：
600V(DC ＋ ACpeak)

701901 ＋ 701954 との組み合わせ (1:1)*4：
140V(DC ＋ ACpeak)

直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*6：
42V(DC ＋ ACpeak)

最大定格対地間電圧 
入力－ケース間
各入力間
( 周波数が 1kHz 以下の 
とき )

安全規格の WorkingVoltage
700929(10:1)/702902(10:1)/701947(100:1) との組み合わせ *3、または 701901 ＋ 701954 との組み
合わせ (1:1)*5：

400Vrms( 測定カテゴリなし O(Other))、300Vrms(CAT II)
直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*7：

42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)
垂直軸 ( 電圧軸 ) 確度
DC 確度 *1

50mV レンジ～ 200V レンジ： ± (0.25％ of レンジ )
20mV レンジ： ± (0.3％ of レンジ )
10mV レンジ： ± (0.5％ of レンジ )

入力コネクタ BNC コネクタ ( 絶縁タイプ )
入力インピーダンス 1MΩ± 1％、約 35pF
AC 結合時の 
−3dB 低域減衰点

1Hz 以下 (700929/702902 使用時は 0.1Hz 以下、701947 使用時は 0.01Hz 以下 )

コモンモード除去比 80dB(50/60Hz) 以上 (Typical 値 *8)
残留ノイズレベル
( 入力部を短絡 )

± 100µV またはレンジの± 0.1％のどちらか大きい方 (Typical 値 *8)

耐電圧 2300Vrms、2 秒間 ( 各入力端子 - アース間 ) (60Hz)
絶縁抵抗 500VDC、10MΩ以上 ( 各入力端子 - アース間 )
A/D 変換分解能 16 ビット (24000LSB/ レンジ )
温度係数 ゼロ点： 50mV レンジ～ 200V レンジ：

20mV レンジ：
10mV レンジ：

± (0.02％ of レンジ )/℃ (Typical 値 *8)
± (0.05％ of レンジ )/℃ (Typical 値 *8)
± (0.10％ of レンジ )/℃ (Typical 値 *8)

利得： 10mV レンジ～ 200V レンジ： ± (0.02％ of レンジ )/℃ (Typical 値 *8)
帯域制限 Full/40kHz/4kHz/400Hz より選択可能

遮断特性： −12dB/OCT(Typical 値 *8)
プローブの減衰比設定 電圧プローブ： 1:1、10:1、100:1、1000:1

電流プローブ： 1A:1V、10A:1V(701932/701933 用 )、100A:1V(701930/701931 用 )
電流クランププローブ： 1A:10mV (720930 用 )

1A:2.5mV (720931 用 )
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項目 仕様
適合プローブ /
接続ケーブル

電圧プローブ：推奨
700929(10:1 安全プローブ )、20 〜 45pF：600V(DC ＋ ACpeak) 以下の測定用
702902(10:1 安全プローブ )、25 〜 40pF：600V(DC ＋ ACpeak) 以下の測定用
701947(100:1 安全プローブ )、15 〜 45pF：600V(DC ＋ ACpeak) 以下の測定用

電流プローブ (SL1000 ユニットより電源供給可能、オプション )
701930(150A)、701931(500A)、701932(30A)、701933(30A)

電流クランププローブ
720930(50A)、720931(200A)

高電圧差動プローブ ( 付属する GND ケーブルは SL1000 ユニット筐体に接続すること )
700924(1000:1、100:1/1400V(DC ＋ ACpeak))：1400V(DC ＋ ACpeak) 以下の測定用

接続ケーブル ( 高電圧用 1:1)
701901( 絶縁タイプ BNC- 安全ワニグチアダプタ× 2：200V(DC ＋ ACpeak) 以下測定用 )、
別途ワニグチクリップ (701954) が必要

接続ケーブル ( 低電圧用 1:1)
366926( 非絶縁タイプ BNC- ワニグチクリップ× 2：42V(DC ＋ ACpeak) 以下の低電圧測定用

*1	 基準動作状態で測定した値です。

H

L

700929/702902/701947との組み合わせ

*2

*3

700929
702902
701947

701901+701954との組み合わせ

H

L

直接入力(安全規格に適合しないケーブル)

*6
*7

BNC

H

L

701901 701954 *4

*5

*8	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。

3  高速高分解能 1MS/s 16 ビット絶縁モジュール (701251) 仕様
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4	 高速 10MS/s 12 ビット非絶縁モジュール (701255)
仕様

項目 仕様
基準動作状態 温度： 23℃± 5℃

湿度： 20％～ 80％ RH
ウォームアップ時間 30 分以上経過後にキャリブレーション実行後

入力チャネル数 2
入力カップリング設定 AC、DC、GND
最高サンプルレート 10MS/s
入力形式 非絶縁不平衡
周波数特性 *1 

( 振幅がレンジの 60％相当
の正弦波を入力したときの
− 3dB 減衰点 ) 

DC ～ 3MHz

電圧軸レンジ設定範囲 50mV レンジ～ 200V レンジ (1-2-5 ステップ )　(1:1 Probe Factor のとき )
最大入力電圧 
( 周波数が 1kHz 以下 
のとき )

701940(10:1) との組み合わせ *2：
600V(DC ＋ ACpeak)

直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*3：
200V(DC ＋ ACpeak)( 安全規格を満足する値 )
250V(DC ＋ ACpeak)( 最大許容電圧、印加しても破損しない値 )

垂直軸 ( 電圧軸 ) 確度
DC 確度 *1

50mV レンジ～ 200V レンジ： ± (0.5％ of レンジ )

入力コネクタ BNC コネクタ ( 金属タイプ )
入力インピーダンス 1MΩ± 1％、約 35pF
AC 結合時の 
−3dB 低域減衰点

10Hz 以下 (701940 使用時は 1Hz 以下 )

残留ノイズレベル
( 入力部を短絡 )

± 400µV またはレンジの± 0.6％のどちらか大きい方 (Typical 値 *4)

A/D 変換分解能 12 ビット (1500LSB/ レンジ )
温度係数 ゼロ点： 50mV レンジ～ 200V レンジ：　± (0.05％ of レンジ )/℃ (Typical 値 *4)

利得： ± (0.02％ of レンジ )/℃ (Typical 値 *4)
帯域制限 Full/500kHz/50kHz/5kHz/500Hz より選択可能

遮断特性： − 18dB/OCT(Typical 値 *4)
プローブの減衰比設定 電圧プローブ： 1:1、10:1、100:1、1000:1

電流プローブ： 1A:1V、10A:1V(701932/701933 用 )、100A:1V(701930/701931 用 )
電流クランププローブ：1A:10mV (720930 用 )、1A:2.5mV (720931 用 )

適合プローブ / 
接続ケーブル

電圧プローブ (10:1 パッシブプローブ )：推奨
701940、17 〜 46pF：600V(DC ＋ ACpeak) 以下の測定用

電流プローブ (SL1000 ユニットより電源供給可能、オプション )
701930(150A)、701931(500A)、701932(30A)、701933(30A)

電流クランププローブ
720930(50A)、720931(200A)

高電圧差動プローブ ( 付属する GND ケーブルは SL1000 ユニット筐体に接続すること )
700924(1000:1、100:1/1400V(DC ＋ ACpeak))：1400V(DC ＋ ACpeak) 以下の測定用

接続ケーブル ( 低電圧用 1:1)
366926( 非絶縁タイプ BNC- ワニグチクリップ× 2：42V(DC ＋ ACpeak) 以下の低電圧測定用 )

*1	 基準動作状態で測定した値です。

H

L
*2

推奨：
10:1パッシブプローブ(701940)との組み合わせ

H

L

701255
入力端子

アース

*3

直接入力(安全規格に適合しないケーブル)

GNDは筐体電位に接続されています。 GNDは筐体電位に接続されています。

GND GND

*4	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。
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5	 高電圧 100kS/s 16 ビット絶縁モジュール (RMS 付 )
(701267) 仕様

この入力モジュール 701267 は、欧州 RoHS 指令 ( 環境規格 ) に適合しません。欧州圏以外の環境規制
/ 規格の適合については、お近くの横河オフィスまでお問い合わせください (PIM 113-01Z2)。

項目 仕様
基準動作状態 温度： 23 ± 5℃

湿度： 20 ～ 80％ RH
ウォームアップ時間 30 分以上経過後にキャリブレーション実行後

入力チャネル数 2
入力カップリング設定 AC、DC、GND、AC-RMS、DC-RMS
最高サンプルレート 100kS/s
入力形式 絶縁不平衡
周波数特性 *1 

( 振幅がレンジの 60％相当
の正弦波を入力したときの
−3dB 減衰点 )

波形観測モード： DC 〜 40kHz
RMS 観測モード： DC、40Hz 〜 10kHz

電圧軸レンジ設定範囲 200mV レンジ〜 2kV レンジ (1-2-5 ステップ )
最大入力電圧
( 周波数が 1kHz 以下 
のとき )

758933 ＋ 701954 との組み合わせ、または 701904 ＋ 701954 との組み合わせ *2：
850V(DC ＋ ACpeak)

直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*5：
42V(DC ＋ ACpeak)

最大定格対地間電圧
入力－ケース間
各入力間
( 周波数が 1kHz 以下 
のとき )

安全規格の Working Voltage
758933 ＋ 701954 との組み合わせ

先端の H とアース間 *3： 700Vrms(CAT II)
先端の L とアース間 *4： 400Vrms(CAT II)

直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )
入力端子の H または L とアース間 *6： 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)

最大設定範囲垂直軸 ( 電圧
軸 ) 確度 *1

波形観測モード
DC 確度 ± (0.25％ of レンジ )

RMS 観測モード
DC 確度 ± (1.0％ of レンジ )
AC 確度 ( 正弦波入力時 ) ± (1.5％ of レンジ ) 40Hz 〜 1kHz の範囲
AC 確度 ( クレストファクタ：2 以下のとき ) ± (2.0％ of レンジ ) 40Hz 〜 1kHz の範囲
AC 確度 ( クレストファクタ：3 以下のとき ) ± (3.0％ of レンジ ) 40Hz 〜 1kHz の範囲

入力コネクタ プラグイン端子 ( 安全端子 )
入力インピーダンス 1MΩ± 1％、約 35pF
AC 結合時の 
−3dB 低域減衰点

1Hz 以下

コモンモード除去比 80dB(50/60Hz) 以上 (Typical 値 *7)
残留ノイズレベル
( 入力部を短絡 )

± 1mV またはレンジの± 0.2％のどちらか大きい方 (Typical 値 *7)

耐電圧 3510Vrms、2 秒間 ( 各入力端子 - アース間 ) (60Hz)
絶縁抵抗 500VDC、10MΩ以上 ( 各入力端子 - アース間 )
A/D 変換分解能 16 ビット (24000LSB/ レンジ )
温度係数 ( 波形観測時 ) ゼロ点： ± (0.02％ of レンジ )/℃ (Typical 値 *7)

利得： ± (0.02％ of レンジ )/℃ (Typical 値 *7)
応答時間 (RMS 観測時 ) 立ち上がり (0 → 90% of レンジ )： 100ms(Typical 値 *7)

立ち下がり (100 → 10% of レンジ )： 250ms(Typical 値 *7)
帯域制限 Full/10kHz/1kHz/100Hz より選択可能

遮断特性： −12dB/OCT(Typical 値 *7)
接続ケーブル 測定リード 758933 と 850V(DC ＋ ACpeak) 以下測定用のワニグチアダプタ

1：1 セーフティアダプタリード 701904 と 850V(DC ＋ ACpeak) 以下測定用のワニグチアダプタ
( ワニグチクリップ ( ドルフィン型 )701954 との組み合わせを推奨 )
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*1	基準動作状態で測定した値です。

H

L

*2

*4

(赤)

(黒)

701954 *3
H

L

*5

*6

(赤)

(黒)

直接入力(安全規格に適合しないケーブル)
測
定
入
力
端
子

測
定
入
力
端
子

758933
701904

758933+701954、701904+701954との組み合わせ

*7	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。

5  高電圧 100kS/s 16 ビット絶縁モジュール (RMS 付 )(701267) 仕様
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6	 高電圧 1MS/s 16 ビット絶縁モジュール (AAF、RMS
付 )(720268) 仕様

項目 仕様
基準動作状態 温度： 23 ± 5℃

湿度： 20 ～ 80％ RH
ウォームアップ時間 30 分以上経過後にキャリブレーション実行後

入力チャネル数 2
入力カップリング設定 AC、DC、GND、AC-RMS、DC-RMS
最高サンプルレート 1MS/s
入力形式 絶縁不平衡
周波数特性 *1 
( 振幅がレンジの 60% 相当
の正弦 
波を入力したときの−3dB
減衰点 )

波形観測モード： DC 〜 300kHz
RMS 観測モード： DC、40Hz 〜 100kHz

電圧軸感度設定範囲 200mV レンジ〜 2kV レンジ (1-2-5 ステップ )
最大入力電圧
( 周波数が 1kHz 以下のとき )

758933 ＋ 701954 との組み合わせ、または 701904 ＋ 701954 との組み合わせ *2、*7：
850V(DC+ACpeak)

直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*4：
42V(DC ＋ ACpeak)

最大定格対地間電圧
入力－ケース間
各入力間
( 周波数が 1kHz 以下のとき )

758933 ＋ 701954 との組み合わせ、または 701904 ＋ 701954 との組み合わせ *3

1000Vrms(CAT II)、600Vrms(CATIII)
直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*5

42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II)
最大設定範囲垂直軸 
( 電圧軸 ) 確度 *1

波形観測モード
DC 確度 ± (0.25％ of レンジ )

RMS 観測モード
DC 確度 ± (1.0％ of レンジ )
AC 確度 ( 正弦波入力時 ) ± (1.5％ of レンジ ) 40Hz 〜 10kHz の範囲
AC 確度 ( クレストファクタ：2 以下のとき ) ± (2.0％ of レンジ ) 40Hz 〜 10kHz の範囲
AC 確度 ( クレストファクタ：3 以下のとき ) ± (3.0％ of レンジ ) 40Hz 〜 10kHz の範囲

1kHz ～ 10kHz は上記確度に +1.0％
入力コネクタ プラグイン端子 ( 安全端子 )
入力インピーダンス 2MΩ± 1％、約 12pF
AC 結合時の 
−3dB 低域減衰点

1Hz 以下

コモンモード除去比 80dB(50/60Hz) 以上 (Typical 値 *6)
残留ノイズレベル
( 入力部を短絡 )

± 2mV またはレンジの± 0.4% のどちらか大きい方 (Typical 値 *6)

耐電圧 5400Vrms、2 秒間 ( 各入力端子 - アース間 ) (60Hz)
絶縁抵抗 500VDC、10MΩ以上 ( 各入力端子 - アース間 )
A/D 変換分解能 16 ビット (2400LSB/div)
温度係数 ( 波形観測時 ) ゼロ点： ± (0.02％ of レンジ )/℃ (Typical 値 *6)

利得： ± (0.02％ of レンジ )/℃ (Typical 値 *7)
応答時間 (RMS 観測時 ) 立ち上がり (0 → 90% of レンジ )： 120ms(Typical 値 *6)

立ち下がり (100 → 10% of レンジ )： 280ms(Typical 値 *6)
帯域制限 Full/40kHz/4kHz/400Hz/AUTO より選択可能

遮断特性： AUTO 以外：−18dB/OCT(Typical 値 *6)
AUTO：ディジタルフィルタ
AUTO のときの遮断周波数 (fc)
サンプルレート 遮断周波数 (fc)
100kS/s 以上 40kHz
100S/s 未満〜 50kS/s 超過 サンプルレートの 40%
50S/s 以下 40Hz

接続ケーブル 測定リード 758933 と 1000Vrms 以下測定用のワニグチアダプタ
1：1 セーフティアダプタリード 701904 と 1000Vrms 以下測定用のワニグチアダプタ
( ワニグチクリップ ( ドルフィン型 )701954 との組み合わせを推奨 )

クレストファクタ
 (RMS 測定時のみ )

3 以下

DC オフセット最大設定範囲 電圧測定 ± 1/2 レンジ
測定入力バイアス電流 2nA 以下
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項目 仕様
アンチエリアシングフィル
タ (AAF) のカットオフ周波
数の特性

フィルタが AUTO 設定のとき、サンプルレートに応じてアンチエリアシングフィルタ (AAF) とロー
パスフィルタが自答的に設定される ( 下表参照 )。

サンプルレート AAF ローパスフィルタ
1MS/s 40kHZ 40kHz
500kHz 40kHZ 40kHz
200kHz 40kHZ 40kHz
100kS/s 40kHZ 40kHz
50kS/s 20kHZ 40kHz
20kS/s 8kHZ 40kHz
10kS/s 4kHz 4kHz
5kS/s 2kHz 4kHz
2kS/s 800Hz 4kHz
1kS/s 400Hz 400Hz
500S/s 200Hz 400Hz
200S/s 80Hz 400Hz
100S/s 40Hz 400Hz
50S/s 以下 40Hz 400Hz
Ext サンプル OFF OFF

*1	基準動作状態で測定した値です。

H

L

*2

*3

(赤)

(黒)

758933
701904

701954 *3
H

L
*4

*5

(赤)

(黒)

758933+701954、701904+701954との組み合わせ 直接入力(安全規格に適合しないケーブル)
測
定
入
力
端
子

測
定
入
力
端
子

*6	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。
*7	 SL1000、DL850、DL850V、DL850E、DL850EV 以外で使用するときは、1000Vrms（1000VDC または 1414Vpeak Max.) にな

ります。

6  高電圧 1MS/s 16 ビット絶縁モジュール (AAF、RMS 付 )(720268) 仕様
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7	 ユニバーサル ( 電圧 / 温度 ) モジュール (701261)、 
ユニバーサル ( 電圧 / 温度 ) モジュール (AAF 付 )
(701262) 仕様

項目 仕様
基準動作状態 温度： 23 ± 5℃

湿度： 20 ～ 80％ RH
ウォームアップ 30 分以上経過後にキャリブレーション実行後

機能 温度 ( 熱電対 ) または電圧測定 ( 切り替え )
入力チャネル数 2
入力カップリング設定 TC、DC、AC、GND

TC： 温度 ( 熱電対 ) 測定
DC： 電圧測定 (DC カップリング )
AC： 電圧測定 (AC カップリング )

電圧測定時
最高サンプリングレート

100kS/s

温度測定時データ更新レート 500Hz
入力形式 絶縁不平衡
測定範囲 / 確度 *1

熱電対の規格
・K、E、J、T、N、R、S、B :

IEC 60584-1
DIN IEC 60584-1
JIS C1602

・W : W-5%Re/W-26%Re
(Hoskins Mfg. Co.)
ASTM E988

・L : Fe-CuNi、DIN43710
・U : Cu-CuNi、DIN43710

【電圧測定】 電圧軸レンジ： 50mV レンジ～ 200V レンジ (1-2-5 ステップ )
電圧確度： ± (0.25％ of レンジ )

【温度測定】*2

タイプ 測定範囲 確度
K
E
J
T
L
U
N

−200 〜 1300℃
−200 〜 800℃
−200 〜 1100℃
−200 〜 400℃
−200 〜 900℃
−200 〜 400℃
0 〜 1300℃

± (0.1％ of reading ＋ 1.5℃ )
ただし、−200℃〜 0℃は
± (0.2％ of reading ＋ 1.5℃ )

R
S

0 〜 1700℃
0 〜 1700℃

± (0.1％ of reading ＋ 3℃ )
ただし、0 〜 200℃：± 8℃
200 〜 800℃：± 5℃

B 0 〜 1800℃ ± (0.1％ of reading ＋ 2℃ )
ただし、400 〜 700℃：± 8℃
有効範囲は 400 〜 1800℃

W 0 〜 2300℃ ± (0.1％ of reading ＋ 3℃ )
金鉄クロメル *3 0 〜 300K 0 〜 50K：

50 〜 300K：
± 4K
± 2.5K

周波数特性 *1

( 振幅がレンジの 60％相当
の正弦波を入力したときの
−3dB 減衰点 )

【電圧測定】 DC ～ 40kHz
【温度測定】 DC ～ 100Hz

最大入力電圧 *4

( 周波数が 1kHz 以下のとき )
温度 / 電圧入力とも： 42V(DC ＋ ACpeak)( 安全規格を満足する値 )

150V(DC ＋ ACpeak)( 最大許容電圧、印加しても破損しない値 )
最大定格対地間電圧 *5

入力－ケース間
各入力間
( 周波数が 1kHz 以下のとき )

温度 / 電圧入力とも： 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)

垂直分解能 【電圧測定】 電圧入力時： 24000LSB/ レンジ
【温度測定】 温度測定時： 0.1℃

AC 結合時の 
−3dB 低域減衰点

【電圧測定】 0.5Hz 以下

入力コネクタ バインディングポスト
入力インピーダンス 約 1MΩ
コモンモード除去比 【電圧測定】 80dB 以上 (50/60Hz)(Typical 値 *6)

【温度測定】 120dB 以上 (50/60Hz、2Hz フィルタ ON 時、信号源抵抗 500Ω以下 )(Typical 値 *6)
残留ノイズレベル
( 入力部を短絡 )

【電圧測定】 ± 100µV またはレンジの± 0.1％のどちらか大きい方 (Typical 値 *6)

A/D 変換分解能 【電圧測定】 16 ビット (24000LSB/ レンジ )
温度係数 【電圧測定時】 ゼロ点： ± (0.01％ of レンジ )/℃ (Typical 値 *6)

利得： ± (0.02％ of レンジ )/℃ (Typical 値 *6)
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項目 仕様
基準接点補償確度
( 入力端子温度平衡時 )

K、E、J、T、L、U、N： ± 1℃
R、S、B、W： ± 1.5℃
金鉄クロメル： ± 1K

帯域制限 【温度測定時】 ( ディジタルフィルタ＋アナログフィルタ )
Full/30Hz/8Hz/2Hz より選択可能＋ 150Hz 2 次アナログ

【電圧測定時】 Full/AUTO/4kHz/400Hz/40Hz より選択可能
遮断特性：− 12dB/OCT(Typical 値 *6、AUTO 以外 )

AUTO 時の遮断周波数 (fc) (701262 だけ )
サンプルレート 遮断周波数 (fc)
100kS/s 以上 40kHz
100S/s 〜 50kS/s サンプルレートの 40%
50S/s 以下 20Hz

AUTO 時の遮断特性：− 65dB at 2 × fc(Typical 値 *6)
アンチエリアシング 
フィルタ (AAF) のカット 
オフ周波数の特性表

フィルタ Auto 設定のとき、サンプルレートに応じてアンチエリアシングフィルタとローパスフィ
ルタが自動的に設定される
サンプルレート AAF ローパスフィルタ
100kS/s 40kHz OFF
50kS/s 20kHz OFF
20kS/s 8kHz OFF
10kS/s 4kHz 4kHz
5kS/s 2kHz 4kHz
2kS/s 800Hz 4kHz
1kS/s 400Hz 400Hz
500S/s 200Hz 400Hz
200S/s 80Hz 400Hz
100S/s 40Hz 40Hz
50S/s 20Hz 40Hz
20S/s 〜 5S/s 20Hz 40Hz
2S/s 以下 20Hz 40Hz
Ext サンプル 40kHz OFF

*1	 基準動作状態で測定した値です。
*2	 基準接点温度補償確度は含みません。
*3	 本モジュールは、金に対して鉄の含有率が 0.07% の金鉄クロメルに対応しています。

H

L *5
*4

*6	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。

7  ユニバーサル ( 電圧 / 温度 ) モジュール (701261)、ユニバーサル ( 電圧 / 温度 ) モジュール (AAF 付 )(701262) 仕様
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8 温度 / 高精度電圧絶縁モジュール (701265) 仕様

項目 仕様
基準動作状態 温度： 23 ± 5℃

湿度： 20 ～ 80％ RH
ウォームアップ 30 分以上経過後にキャリブレーション実行後

機能 温度 ( 熱電対 ) または電圧測定 ( 切り替え )
入力チャネル数 2
入力カップリング設定 TC、DC、GND

TC： 温度 ( 熱電対 ) 測定
DC：電圧測定 (DC カップリング )

データ更新レート 500Hz
入力形式 絶縁不平衡
測定範囲 / 確度 *1

熱電対の規格については
701261 の仕様を参照

【電圧測定】 電圧軸レンジ： 1mV レンジ～ 100V レンジ (1-2-5 ステップ )
電圧確度： ± (0.08％ of レンジ＋ 2µV)

【温度測定】*2

タイプ 測定範囲 確度
K
E
J
T
L
U
N

−200 〜 1300℃
−200 〜 800℃
−200 〜 1100℃
−200 〜 400℃
−200 〜 900℃
−200 〜 400℃
0 〜 1300℃

± (0.1％ of reading ＋ 1.5℃ )
ただし、−200℃〜 0℃は
± (0.2％ of reading ＋ 1.5℃ )

R
S

0 〜 1700℃
0 〜 1700℃

± (0.1％ of reading ＋ 3℃ )
ただし、0 〜 200℃：± 8℃
200 〜 800℃：± 5℃

B 0 〜 1800℃ ± (0.1％ of reading ＋ 2℃ )
ただし、400 〜 700℃：± 8℃
有効範囲は 400 〜 1800℃

W 0 〜 2300℃ ± (0.1％ of reading ＋ 3℃ )
金鉄クロメル *3 0 〜 300K 0 〜 50K：

50 〜 300K：
± 4K
± 2.5K

周波数特性 *1

( 振幅がレンジの 60％相当
の正弦波を入力したときの
−3dB 減衰点 )

【電圧測定】 DC ～ 100Hz
【温度測定】 DC ～ 100Hz

最大入力電圧 *4

( 周波数が 1kHz 以下のとき )
温度 / 電圧入力とも： 42V(DC ＋ ACpeak)

最大定格対地間電圧 *5

入力－ケース間
各入力間
( 周波数が 1kHz 以下のとき )

温度 / 電圧入力とも： 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)

垂直分解能 【電圧測定】 電圧入力時： 24000LSB/ レンジ
【温度測定】 温度測定時： 0.1℃

AC 結合時の 
−3dB 低域減衰点

【電圧測定】 0.5Hz 以下

入力コネクタ バインディングポスト
入力インピーダンス 約 1MΩ
コモンモード除去比 【電圧測定】 80dB 以上 (50/60Hz) (Typical 値 *6)

【温度測定】 120dB 以上 (50/60Hz、2Hz フィルタ ON 時、信号源抵抗 500Ω以下 ) (Typical 値 *6)
残留ノイズレベル
 ( 入力部を短絡 )

【電圧測定】 ± 4µV またはレンジの± 0.1％のどちらか大きい方 (Typical 値 *6)

A/D 変換分解能 【電圧測定】 16 ビット (24000LSB/ レンジ )
温度係数 【電圧測定時】 ゼロ点： ± (0.01％ of レンジ )/℃ ＋ 0.05µV/℃ ) (Typical 値 *6)

利得： ± (0.02％ of レンジ )/℃ (Typical 値 *6)
基準接点補償確度
( 入力端子温度平衡時 )

K、E、J、T、L、U、N： ± 1℃
R、S、B、W： ± 1.5℃
金鉄クロメル： ± 1K

帯域制限
( ディジタルフィルタ )

Full/30Hz/8Hz/2Hz より選択可能
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項目 仕様
測定入力バイアス電流 20nA 以下 

本モジュールはバイアス電流の影響から入力オープンでゼロ点がオフセットするように見えますが、
故障ではありません。
入力を測定対象と接続してください。

*1	 基準動作状態で測定した値です
*2	 基準接点温度補償確度は含みません。
*3	 本モジュールは、金に対して鉄の含有率が 0.07% の金鉄クロメルに対応しています。

H

L *5
*4

*6	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。

8  温度 / 高精度電圧絶縁モジュール (701265) 仕様
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9	 温度 / 高精度電圧絶縁モジュール ( 低ノイズ型 ) 
(720266) 仕様

項目 仕様
基準動作状態 温度： 23 ± 5℃

湿度： 20 ～ 80％ RH
ウォームアップ 30 分以上経過後にキャリブレーション実行後

機能 温度 ( 熱電対 ) または電圧測定 ( 切り替え )
入力チャネル数 2
入力カップリング設定 TC、DC、GND

TC： 温度 ( 熱電対 ) 測定
DC：電圧測定 (DC カップリング )

データ更新レート 約 125Hz
入力形式 絶縁不平衡
測定範囲 / 確度 *1

熱電対の規格については
701261 の仕様を参照

【電圧測定】 電圧軸レンジ： 1mV レンジ～ 200V レンジ (1-2-5 ステップ )
電圧確度： ± (0.08％ of レンジ＋ 2µV)

【温度測定】*2

タイプ 測定範囲 確度
K
E
J
T
L
U
N

−200 〜 1300℃
−200 〜 800℃
−200 〜 1100℃
−200 〜 400℃
−200 〜 900℃
−200 〜 400℃
0 〜 1300℃

± (0.1％ of reading ＋ 1.5℃ )
ただし、−200℃〜 0℃は
± (0.2％ of reading ＋ 1.5℃ )

R
S

0 〜 1700℃
0 〜 1700℃

± (0.1％ of reading ＋ 3℃ )
ただし、0 〜 200℃：± 8℃
200 〜 800℃：± 5℃

B 0 〜 1800℃ ± (0.1％ of reading ＋ 2℃ )
ただし、400 〜 700℃：± 8℃
有効範囲は 400 〜 1800℃

W 0 〜 2300℃ ± (0.1％ of reading ＋ 3℃ )
金鉄クロメル *3 0 〜 300K 0 〜 50K：

50 〜 300K：
± 4K
± 2.5K

周波数特性 *1

( 振幅がレンジの± 60% 相
当の正弦波を入力したとき
の−3dB 減衰点 )

【電圧測定】 DC ～ 15Hz
【温度測定】 DC ～ 15Hz

最大入力電圧 *4

( 周波数が 1kHz 以下のとき )
温度 / 電圧入力とも： 42V(DC ＋ ACpeak)

最大定格対地間電圧 *5

入力－ケース間
各入力間
( 周波数が 1kHz 以下のとき )

温度 / 電圧入力とも： 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)

DC オフセット最大設定範囲【電圧測定】 ± 5div
垂直分解能 【電圧測定】 電圧入力時： 2400LSB/div

【温度測定】 温度測定時： 0.1℃
入力コネクタ バインディングポスト
入力インピーダンス 約 1MΩ
コモンモード除去比 【電圧測定】 80dB 以上 (50/60Hz) (Typical 値 *6)

【温度測定】 120dB 以上 (50/60Hz、2Hz フィルタ ON 時、信号源抵抗 500Ω以下 ) (Typical 値 *6)
残留ノイズレベル
 ( 入力部を短絡 )

【電圧測定】 ± 4µV またはレンジの± 0.1％のどちらか大きい方 (Typical 値 *6)

A/D 変換分解能 【電圧測定】 16 ビット (24000LSB/div)
温度係数 【電圧測定時】 ゼロ点： ± (0.01％ of レンジ )/℃ ＋ 0.05µV/℃ ) (Typical 値 *6)

利得： ± (0.02％ of レンジ )/℃ (Typical 値 *6)
基準接点補償確度
( 入力端子温度平衡時 )

K、E、J、T、L、U、N： ± 1℃
R、S、B、W： ± 1.5℃
金鉄クロメル： ± 1K

帯域制限 ラインフィルタ　15Hz
	 遮断特性：－ 6dB/OCT(Typical 値 *6)

ディジタルフィルタ Full/8Hz/1Hz/0.1Hz より選択可能
	 遮断特性：－ 24dB/OCT
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項目 仕様
測定入力バイアス電流 20nA 以下 

本モジュールはバイアス電流の影響から入力オープンでゼロ点がオフセットするように見えますが、
故障ではありません。
入力を測定対象と接続してください。

*1	 基準動作状態で測定した値です
*2	 基準接点温度補償確度は含みません。
*3	 本モジュールは、金に対して鉄の含有率が 0.07% の金鉄クロメルに対応しています。

H

L *5
*4

*6	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。

9  温度 / 高精度電圧絶縁モジュール ( 低ノイズ型 ) (720266)
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10 ひずみモジュール (NDIS)(701270) 仕様

項目 仕様
基準動作状態 温度： 23 ± 5℃

湿度： 20 ～ 80％ RH
ウォームアップ時間 30 分以上経過後にキャリブレーションおよびオートバランス実行後

入力チャネル数 2
最高サンプルレート 100kS/s
入力形式 直流ブリッジ方式 ( 自動平衡方式 )、平衡差動入力、絶縁
自動平衡方式 電子式オートバランス
自動平衡範囲 ± 10000µSTR (1 ゲージ法 )
ブリッジ電圧 2V、5V、10V から選択
ゲージ抵抗 120Ω 〜 1000Ω ( ブリッジ電圧：2V)

350Ω 〜 1000Ω ( ブリッジ電圧：2V、5V、10V)
ゲージ率 1.90 〜 2.20(0.01 ステップで設定可能 )
周波数特性 *1 
( 振幅がレンジの 60％相当
の正弦波を入力したときの
−3dB 減衰点 )

DC 〜 20kHz

mV/V レンジ対応 ひずみゲージ式変換器 ( トランスデューサ ) 単位系に対応
mV/V レンジ＝ 0.5 × (µSTR レンジ /1000)

測定レンジ (FS) と測定範囲 STR レンジ時
測定レンジ (FS) 測定範囲
500µSTR −500µSTR 〜＋ 500µSTR
1000µSTR −1000µSTR 〜＋ 1000µSTR
2000µSTR −2000µSTR 〜＋ 2000µSTR
5000µSTR −5000µSTR 〜＋ 5000µSTR
10000µSTR −10000µSTR 〜＋ 10000µSTR
20000µSTR −20000µSTR 〜＋ 20000µSTR

mV/V レンジ時
測定レンジ (FS) 測定範囲
0.25mV/V −0.25mV/V 〜＋ 0.25mV/V
0.5mV/V −0.5mV/V 〜＋ 0.5mV/V
1mV/V −1mV/V 〜＋ 1mV/V
2.5mV/V −2.5mV/V 〜＋ 2.5mV/V
5mV/V −5mV/V 〜＋ 5mV/V
10mV/V −10mV/V 〜＋ 10mV/V

DC 確度 *1 ± (0.5％ of FS ＋ 5µSTR)
最大入力電圧 
( 周波数が 1kHz 以下のとき )

 Input ＋ /Input −間： 10V(DC ＋ ACpeak)

最大定格対地間電圧 
入力－ケース間
各入力間
( 周波数が 1kHz 以下のとき )

各端子とアース間： 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms) 

入力コネクタ NDIS コネクタ ( 日本非破壊検査協会推奨 )
コモンモード除去比 80dB(50Hz/60Hz) 以上 (Typical 値 *2 )
A/D 変換分解能 16 ビット (48000LSB/ レンジ± FS：Upper ＝＋ FS、Lower ＝−FS 時 )
温度係数 ゼロ点： ± 5µSTR/℃ (Typical 値 *2)

利得： ± (0.02％ of FS)/℃ (Typical 値 *2)
帯域制限 Full/1kHz/100Hz/10Hz より選択可能

遮断特性： −12dB/OCT (Typical 値 *2)
機能 mV/V 対応。ひずみゲージ式変換器 ( トランスデューサ ) 単位系に対応。
標準付属品 NDIS コネクタ単体 ( 外部接続用：多治見 PRC03-12A10-7M10.5)　A1002JC：2 個
適合アクセサリ ( 別売 ) 推奨ブリッジヘッド 701955(NDIS 120Ω、シールド強化版、5m ケーブル付属 )

推奨ブリッジヘッド 701956(NDIS 350Ω、シールド強化版、5m ケーブル付属 )
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項目 仕様
注意事項 ・	� ひずみ計測は µV 単位の非常に高感度の測定をするため、ひずみセンサ周辺やブリッジヘッド、

ケーブルの配線のノイズ対策をお願いします。
・	� ノイズ環境によっては、バランスに誤差を生じる場合がありますので、測定前に影響度を確認

してください。
・	� 当社指定のブリッジヘッドは、ノイズ対策が強化されています。
・	� 他社製のひずみゲージ式センサやブリッジヘッドには、センシング線が接続されてないものが

あります。( 当社製のブリッジヘッドは問題ありません。) このような製品を使った場合、セン
シングが有効に働かないために、ブリッジ電圧に誤差が生じ、測定誤差も生じるケースがあり
ます。できれば、ブリッジのすぐそばでセンシングをすることが望ましいのですが、不可能な
場合は、当社アクセサリ ( 別売 ) の NDIS 変換ケーブル (DV450-001) をお使いください。

DV450-001 の概略仕様：	� センシング対策ケーブル、NDIS オス - メス、長さ 30cm、できるだけ
ブリッジの近い側に挿入してください。

・	 コネクタシェルは筐体電位に接続されています。
・	� ブリッジヘッド (701955/701956) を使用した場合、コネクタシェル / ケーブルのシールド / ブリッ

ジヘッドの筐体は、すべて SL1000 ユニットの筐体電位に接続されます。
・	� フローティング GND は、ブリッジヘッド (701955/701956) を使用した場合、ブリッジヘッド内

でブリッジヘッドの筐体に接続されています。
・	� レンジを変更したときやブリッジ電圧を変更したときには、必ず再度バランスを実行してくだ

さい。

*1	 基準動作状態で測定した値です。
*2	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。

A : Bridge+ (ブリッジ電圧＋)
B : Input‒ (測定信号－)
C : Bridge‒ (ブリッジ電圧－)
D : Input+ (測定信号＋)
E : Floating  common
F : Sense+ (ブリッジ電圧＋のセンシング)
G : Sense‒ (ブリッジ電圧－のセンシング)

Module front View

コネクタのシェルは、筐体電位に接続されています。

F

E

DC

B

A
G

F

E

DC

B

A
G

10  ひずみモジュール (NDIS)(701270) 仕様
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11	 ひずみモジュール (DSUB、シャント CAL 対応 )
(701271) 仕様

項目 仕様
基準動作状態 温度： 23 ± 5℃

湿度： 20 ～ 80％ RH
ウォームアップ時間 30 分以上経過後にキャリブレーションおよびオートバランス実行後

入力チャネル数 2
最高サンプルレート 100kS/s
入力形式 直流ブリッジ方式 ( 自動平衡方式 )、平衡差動入力、絶縁
自動平衡方式 電子式オートバランス
自動平衡範囲 ± 10000µSTR(1 ゲージ法 )
ブリッジ電圧 2V、5V、10V から選択
ゲージ抵抗 120Ω〜 1000Ω ( ブリッジ電圧：2V)

350Ω〜 1000Ω ( ブリッジ電圧：2V、5V、10V)
ゲージ率 1.90 〜 2.20(0.01 ステップで設定可能 )
周波数特性 *1

( 振幅がレンジの 60％相当
の正弦波を入力したときの
−3dB 減衰点 )

DC 〜 20kHz

mV/V レンジ対応 ひずみゲージ式変換器 ( トランスデューサ ) 単位系に対応
mV/V レンジ＝ 0.5 × (µSTR レンジ /1000)

測定レンジ (FS) と測定範囲 STR レンジ時
測定レンジ (FS) 測定範囲
500µSTR −500µSTR 〜＋ 500µSTR
1000µSTR −1000µSTR 〜＋ 1000µSTR
2000µSTR −2000µSTR 〜＋ 2000µSTR
5000µSTR −5000µSTR 〜＋ 5000µSTR
10000µSTR −10000µSTR 〜＋ 10000µSTR
20000µSTR −20000µSTR 〜＋ 20000µSTR

mV/V レンジ時
測定レンジ (FS) 測定範囲
0.25mV/V −0.25mV/V 〜＋ 0.25mV/V
0.5mV/V −0.5mV/V 〜＋ 0.5mV/V
1mV/V −1mV/V 〜＋ 1mV/V
2.5mV/V −2.5mV/V 〜＋ 2.5mV/V
5mV/V −5mV/V 〜＋ 5mV/V
10mV/V −10mV/V 〜＋ 10mV/V

DC 確度 *1 ± (0.5％ of FS ＋ 5µSTR)
最大入力電圧 
( 周波数が 1kHz 以下のとき )

Input ＋ /Input −間： 10V(DC ＋ ACpeak) 

最大定格対地間電圧 
入力－ケース間
各入力間
( 周波数が 1kHz 以下のとき )

各端子とアース間： 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms) 

入力コネクタ D-Sub コネクタ 9 ピン ( メス )
コモンモード除去比 80dB(50Hz/60Hz) 以上 (Typical 値 *2)
A/D 変換分解能 16 ビット (48000LSB/ レンジ± FS：Upper ＝＋FS、Lower ＝−FS 時 )
温度係数 ゼロ点： ± 5µSTR/℃ (Typical 値 *2)

利得： ± (0.02％ of FS)/℃ C (Typical 値 *2)
帯域制限 Full/1kHz/100Hz/10Hz より選択可能

遮断特性： −12dB/OCT (Typical 値 *2)
機能 mV/V 対応。ひずみゲージ式変換器 ( トランスデューサ ) 単位系に対応。

シャントキャリブレーション対応。シャントキャリブレーション用リレー内蔵 (1 ゲージ法 )。
標準付属品 ハンダ付け用コネクタシェル一式

A1520JD(D-Sub 9 ピン )：2 個、A1618JD( コネクタシェル )：2 個
適合アクセサリ ( 別売 ) 推奨ブリッジヘッド 701957(D-Sub 120Ω、シャント CAL 対応、シールド強化版、5m ケーブル付属 )

推奨ブリッジヘッド 701958(D-Sub 350Ω、シャント CAL 対応、シールド強化版、5m ケーブル付属 )
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項目 仕様
注意事項 ・	� ひずみ計測は µV 単位の非常に高感度の測定をするため、ひずみセンサ周辺やブリッジヘッド、

ケーブルの配線のノイズ対策をお願いします。
・	� ノイズ環境によっては、バランスに誤差を生じる場合がありますので、測定前に影響度を確認

してください。
・	 当社指定のブリッジヘッドは、ノイズ対策が強化されています。
・	� シャントキャリブレーションでは、実行前に必ずシャント抵抗値を算出して、シャント抵抗が

ON のときでもオーバーレンジしないレンジで実行してください。
・	� 他社製のひずみゲージ式センサやブリッジヘッドには、センシング線が接続されてないものが

あります。( 当社製のブリッジヘッドは問題ありません。) このような製品を使った場合、セン
シングが有効に働かないために、ブリッジ電圧に誤差が生じ、測定誤差を生じるケースがあり
ます。できるだけブリッジヘッドの直近でセンシングをしてください。(D-Sub コネクタタイプ
には、センシング対策用の変換ケーブルはありません。)

・	 コネクタシェルは筐体電位に接続されています。
・	� ブリッジヘッド (701957/701958) を使用した場合、コネクタシェル / ケーブルのシールド / ブリッ

ジヘッドの筐体は、すべて SL1000 ユニットの筐体電位に接続されます。
・	� フローティング GND は、ブリッジヘッド (701957/701958) を使用した場合、ブリッジヘッド内

でブリッジヘッドの筐体に接続されています。
・	� レンジを変更したときやブリッジ電圧を変更したときには、必ず再度バランスを実行してくだ

さい。

*1	 基準動作状態で測定した値です。
*2	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。

Module front View
1 : Floating  common
2 : Sense‒ (ブリッジ電圧－のセンシング)
3 : Shuntcal‒ (シャント信号－)
4 : Shuntcal＋ (シャント信号＋)
5 : Sense+ (ブリッジ電圧＋のセンシング)
6 : Bridge‒ (ブリッジ電圧－)
7 : Input‒ (測定信号－)
8 : Input+ (測定信号＋)
9 : Bridge+ (ブリッジ電圧＋)

12345

6789

11  ひずみモジュール (DSUB、シャント CAL 対応 )(701271) 仕様
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12 加速度 / 電圧モジュール (AAF 付 )(701275) 仕様

項目 仕様
基準動作状態 温度： 23 ± 5℃

湿度： 20 ～ 80％ RH
ウォームアップ時間 30 分以上経過後にキャリブレーション実行後

入力チャネル数 2
入力カップリング設定 AC、DC、ACCL( 加速度 )、GND
最高サンプルレート 100kS/s
入力形式 絶縁不平衡
周波数特性 *1

( 振幅がレンジの 60％相当
の正弦波を入力したときの
−3dB 減衰点 )

波形測定モード： DC 〜 40kHz
加速度測定モード： 0.4Hz 〜 40kHz

電圧軸レンジ設定範囲 50mV レンジ～ 100V レンジ (1-2-5 ステップ )　(1:1 Probe Factor のとき )
加速度 ( ± 5V ＝× 1 レンジ：	× 0.1 〜×１〜× 100(1-2-5 ステップ )

最大入力電圧
( 周波数が 1kHz 以下のとき )

42V(DC ＋ Acpeak)*2

最大定格対地間電圧
入力－ケース間
各入力間
( 周波数が 1kHz 以下のとき )

安全規格の WorkingVoltage
42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)*3

垂直軸 ( 電圧軸 ) 確度 波形測定モード DC 確度： ± (0.25% of レンジ )
加速度測定モード： ± (0.5％ of レンジ ) at 1kHz

入力コネクタ BNC コネクタ ( 金属タイプ )
入力インピーダンス 1MΩ± 1％、約 35pF
AC 結合時の 
−3dB 低域減衰点

0.4Hz 以下 (701940 使用時は 0.04Hz 以下 ) (Typical 値 *4)

コモンモード除去比 80dB(50/60Hz) 以上 (Typical 値 *4)
残留ノイズレベル
( 入力部を短絡 )

± 100µV またはレンジの± 0.1％のどちらか大きい方 (Typical 値 *4)

A/D 変換分解能 16 ビット (24000LSB/ レンジ )
温度係数 波形測定モード時 ( フィルター AUTO は除く )

ゼロ点： ± (0.02％ of レンジ )/℃ (Typical 値 *4)
利得： ± (0.02％ of レンジ )/℃ (Typical 値 *4)

帯域制限 Full/Auto/4kHz/400Hz/40Hz より選択可能
遮断特性： −12dB/OCT(Typical 値 *4、AUTO 以外 )

AUTO 時の遮断周波数 (fc)
サンプルレート 100kHz 以上： fc ＝ 40kHz
サンプルレート 100Hz 〜 50kHz： fc ＝サンプリングレートの 40%
サンプルレート 50Hz 以下： fc ＝ 20Hz

AUTO 時の遮断特性： −65dB at 2 × fc(Typical 値 *4)
プローブの減衰比設定 電圧プローブ 

電流プローブ 
1:1、10:1、100:1、1000:1
1A:1V、10A:1V(701932/701933 用 )、100A:1V(701930/701931 用 )

適合プローブ / 
接続ケーブル

接続ケーブル ( 低電圧用 1:1)
366926( 非絶縁タイプ BNC- ワニグチクリップ× 2：42V(DC ＋ ACpeak) 以下の低電圧測定用 )

電圧プローブ (10:1 パッシブプローブ )
701940(17 〜 46pF：600V(DC ＋ ACpeak) 以下の測定用 )

電流プローブ (DL850E/DL850EV より電源供給可能、オプション )
701930(150A)、701931(500A)、701932(30A)、701933(30A)

センサ供給電流 ( 電圧 ) OFF/4mA ± 10%( 約 22VDC)
適応加速度センサ アンプ内蔵型

キスラー社：Piezotron、PCB 社：ICP、ENDEVCO 社：ISOTRON など
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項目 仕様
アンチエリアシング 
フィルタ (AAF) のカット 
オフ周波数の特性表

フィルタ Auto 設定のとき、サンプルレートに応じてアンチエリアシングフィルタとローパスフィ
ルタが自動的に設定される

サンプルレート AAF ローパスフィルタ
100kS/s 40kHz OFF
50kS/s 20kHz OFF
20kS/s 8kHz OFF
10kS/s 4kHz 4kHz
5kS/s 2kHz 4kHz
2kS/s 800Hz 4kHz
1kS/s 400Hz 400Hz
500S/s 200Hz 400Hz
200S/s 80Hz 400Hz
100S/s 40Hz 40Hz
50S/s 20Hz 40Hz
20S/s 〜 5S/s 20Hz 40Hz
2S/s 以下 20Hz 40Hz
Ext サンプル 40kHz OFF

*1	 基準動作状態で測定した値です。

*2
*3

BNC

10:1パッシブプローブ(701940)との組み合わせ 直接入力(安全規格に適合しないケーブル)

*2

*3

H

L

H

L

*4	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。

12  加速度 / 電圧モジュール (AAF 付 )(701275) 仕様
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13 周波数モジュール (701281) 仕様

この入力モジュール 701281 は、欧州 RoHS 指令 ( 環境規格 ) に適合しません。欧州圏以外の環境規制
/ 規格の適合については、お近くの横河オフィスまでお問い合わせください (PIM 113-01Z2)。

項目 仕様
基準動作状態 温度： 23 ± 5℃

湿度： 20 ～ 80％ RH
ウォームアップ時間 30 分以上経過後

測定機能 周波数、回転数 (rpm)、回転数 (rps)、周期、Duty、電源周波数、パルス幅、パルス積算、速度
入力チャネル数 2
データ更新レート 1MHz(1µs)
出力遅延時間 約 3µs
入力形式 絶縁不平衡
入力コネクタ BNC コネクタ ( 絶縁タイプ )
最大入力電圧 700929(10:1)/702902(10:1)/701947(100:1) との組み合わせ *2：

420V(DC ＋ ACpeak)
701901 ＋ 701954 との組み合わせ (1:1)、または直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*4：

42V(DC ＋ ACpeak)
最大定格対地間電圧
入力－ケース間
各入力間

安全規格の WorkingVoltage
700929(10:1)/702902(10:1)/701947(100:1) との組み合わせ *3：

300Vrms(CAT II)
701901 ＋ 701954 との組み合わせ (1:1)、または直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*5：

42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)
耐電圧 2300Vrms、2 秒間 ( 各入力端子 - アース間 ) (60Hz)
絶縁抵抗 500VDC、10MΩ以上 ( 各入力端子 - アース間 )
測定最小分解能 625ps
測定データ分解能 16 ビット (24000LSB/ レンジ )
測定確度 *1 ・	 周波数、回転数 (rpm)、回転数 (rps)、速度測定モード時 *6

測定確度は測定レンジおよび入力周波数により規定
[ 測定確度の定義 ]
± (0.05% of レンジ＋入力周波数依存確度 )
[ 入力周波数依存確度 ]
入力周波数 2kHz 未満： 0.05% of 入力周波数＋ 0.001Hz
入力周波数 2kHz 〜 50kHz： 0.05% of 入力周波数
入力周波数 50kHz 〜 100kHz： 0.1% of 入力周波数
入力周波数 100kHz 〜 200kHz： 0.2% of 入力周波数
入力周波数 200kHz 以上： 0.5% of 入力周波数

・	 電源周波数モード時 *7

中心周波数 50/60Hz 時：
中心周波数 400Hz 時：
( 入力設定は、AC100V/AC200V 時 入力正弦波 )

± 0.03Hz ( 分解能：0.01Hz)
± 0.3Hz ( 分解能：0.01Hz)

・	 周期測定モード時 *6

測定確度は測定レンジおよび入力周期により規定
[ 測定確度の定義 ]
± (0.05% of レンジ＋入力周期依存確度 )
[ 入力周期依存確度 ]
入力周期 500µs 以上： 0.05% of 入力周期
入力周期 20µs 〜 500µs： 0.1% of 入力周期＋ 0.1µs
入力周期 10µs 〜 20µs： 0.2% of 入力周期＋ 0.1µs
入力周期 10µs 未満： 0.5% of 入力周期＋ 0.1µs

・	 Duty 測定モード時 *8

入力周波数に依存
入力周波数 50kHz 未満： ± 0.1%
入力周波数 50kHz 〜 100kHz： ± 0.2%
入力周波数 100kHz 〜 200kHz： ± 0.5%
入力周波数 200kHz 〜 500kHz： ± 1.0%
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項目 仕様
・	 パルス幅測定モード時 *8

測定確度は測定レンジおよび入力パルス幅により規定
[ 測定確度の定義 ]
± (0.05% of レンジ＋入力パルス幅依存確度 )
[ 入力パルス幅依存確度 ]
入力パルス幅 500µs 以上： 0.05% of 入力パルス幅
入力パルス幅 20µs 〜 500µs： 0.1% of 入力パルス幅＋ 0.1µs
入力パルス幅 10µs 〜 20µs： 0.2% of 入力パルス幅＋ 0.1µs
入力パルス幅 10µs 未満： 0.5% of 入力パルス幅＋ 0.1µs

入力電圧範囲 (±FS) 1:1 Probe Factor 時： ± 1V、± 2V、± 5V、± 10V、± 20V、± 50V( ± FS)
入力インピーダンス 1MΩ± 1％、約 35pF

プルアップ機能： 10kΩ、約 5V( プルアップは入力設定が Pull-up 5V の時だけ ON 可能 )
入力カップリング設定 AC、DC
プローブの減衰比設定 10:1、1:1
パルス検出最低電圧幅 200mVP-P
帯域制限 Full/100kHz/10kHz/1kHz/100Hz より選択可能

遮断特性： −12dB/OCT(Typical 値 *9)
スレショルドレベル 電圧レンジの FS 内で設定可能　FS の 1% 単位で設定可能
ヒステリシス 電圧レンジの FS の± 1%、± 2.5%、± 5% から選択可能
プリセット機能 ロジック (5V/3V/12V/24V)、電磁ピックアップ、ゼロクロス、プルアップ、AC100V、AC200V、 

ユーザー定義
スロープ選択 立ち上がり、立ち下がりのどちらかを選択可能
AC 結合時の 
−3dB 低域減衰点

0.5Hz 以下 (700929/702902 使用時は 0.05Hz 以下、701947 使用時は 0.005Hz 以下 ) (Typical 値 *9)

チャタリング除去機能 OFF/1 〜 1000ms( 設定分解能：1ms)
接点入力などの ON/OFF 時のチャタリングを取り除く機能。設定期間中の信号変化を無視するこ
とができる。

入力状態表示機能 チャネルごとに LED による入力状態表示機能あり
動作時： パルス入力を検知すると緑に点灯
オーバードライブ時： 入力電圧がレンジ範囲を超えると赤に点灯

適合プローブ / 
接続ケーブル

接続ケーブル (1:1)：推奨 1
366926

電圧プローブ：推奨 2
700929 (10:1 安全プローブ )　20 〜 45pF
702902 (10:1 安全プローブ )　25 〜 40pF
701947 (100:1 安全プローブ )　15 〜 45pF

*1	 基準動作状態で測定した値です。

H

L

700929/702902/701947との組み合わせ

*2700929
702902
701947

H

L
*4

*5
BNC

*3

701901＋701954との組み合わせ、
または直接入力(安全規格に適合しないケーブル)

*6	 1Vpp、方形波、立ち上がり / 立ち下がり時間：1µs 以内 ( 入力レンジ：± 10V、帯域制限：Full、ヒステリシス± 1%) の入力波形
*7	 90Vrms、正弦波 ( 入力レンジ：AC100V、帯域制限：100kHz、ヒステリシス：± 1%) の入力波形
*8	 1Vpp、方形波、立ち上がり / 立ち下がり時間：5ns 以内 ( 入力レンジ：± 10V、帯域制限：Full、ヒステリシス± 1%) の入力波形
*9	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。

13  周波数モジュール (701281) 仕様
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測定モードごとの仕様
項目 仕様
周波数

測定可能周波数範囲 0.01Hz 〜 500kHz
垂直軸レンジ設定範囲 1Hz レンジ〜 1MHz レンジ (1-2-5 ステップ )
最小分解能 0.001Hz

回転数 (rpm)
測定可能回転数範囲 0.01rpm 〜 100000rpm( ただし、入力周波数は DC 〜 500kHz)
垂直軸レンジ設定範囲 1rpm レンジ～ 10000rpm レンジ (1-2-5 ステップ )
演算方式 1 回転当たりのパルス数をもとに周波数より演算

回転数 (rpm) ＝周波数 /( パルス /Rotate 値 ) × 60
パルス /Rotate 設定範囲 1 〜 99999

回転数 (rps)
測定可能回転数範囲 0.001rps 〜 2000rps( ただし、入力周波数は DC 〜 500kHz)
垂直軸レンジ設定範囲 0.1rps レンジ～ 2000rps レンジ (1-2-5 ステップ )
演算方式 1 回転当たりのパルス数をもとに周波数より演算

回転数 (rps) ＝周波数 /( パルス /Rotate 値 )
パルス /Rotate 設定範囲 1 〜 99999

周期
測定可能周期範囲 2µs 〜 50s( ただし、最小パルス幅は 1µs)
垂直軸レンジ設定範囲 100µs レンジ～ 50s レンジ (1-2-5 ステップ )
最小分解能 0.1µs

Duty
測定可能 Duty 範囲 0 〜 100%
垂直軸レンジ設定範囲 10％レンジ～ 200% レンジ (1-2-5 ステップ )
測定可能周波数範囲 0.1Hz 〜 500kHz
測定パルス パルスのポジティブ、ネガティブ選択可能
最小分解能 0.1µs

電源周波数
測定可能周波数範囲 30Hz 〜 70Hz( 中心周波数：50Hz 時 )、40Hz 〜 80Hz( 中心周波数：60Hz 時 )、 

380Hz 〜 420Hz( 中心周波数：400Hz 時 )
垂直軸レンジ設定範囲 1Hz レンジ～ 20Hz レンジ ( 設定分解能：0.01Hz)
中心周波数設定 50Hz、60Hz、400Hz から選択可能
最小分解能 0.01Hz

パルス幅
測定可能パルス幅 1µs 〜 50s( ただし、入力周波数は〜 500kHz)
垂直軸レンジ設定範囲 100µs レンジ～ 50s レンジ (1-2-5 ステップ )
測定パルス パルスのポジティブ、ネガティブ選択可能
選択最小分解能 0.1µs

パルス積算
最大パルスカウント数 2 × 109 パルス
垂直軸レンジ設定範囲 5.000E ＋ 21 レンジ～ 100.0E − 21 レンジ (1-2-5 レンジ：計 123 レンジ )
測定周波数範囲 0.1Hz 〜 500kHz ( ただし、最小パルス幅は 1µs)
演算機能 1 パルス当たりの物理量を設定することにより、距離 / 流量などの物理値に変換して表示可能
Unit/Pulse 設定範囲 −9.9999E ＋ 30 〜＋ 9.9999E ＋ 30
カウントリセット マニュアルリセット、オーバーリミットリセット

速度
垂直軸レンジ設定範囲 5.000E ＋ 21 レンジ～ 100.0E − 21 レンジ (1-2-5 レンジ：計 123 レンジ )
演算方式 1 パルス当たりの変位量を設定することにより、周波数から速度を演算

s、min、hour の単位時間は自動換算
Distance/Pulse 設定範囲 −9.9999E ＋ 30 〜＋ 9.9999E ＋ 30

13  周波数モジュール (701281) 仕様
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機能仕様
項目 仕様
減速予測 パルス入力が途切れた場合、リアルタイムに減速状態を演算する

周波数、回転数 (rpm)、回転数 (rps)、周期、速度の測定時に設定可能
停止予測 パルス入力が途切れて、一定期間経過した時、周波数を強制的に 0 にする

停止期間設定：最後に測定されたパルス周期の 1.5 〜 10(10 段階 ) に設定可能
周波数、回転数 (rpm)、回転数 (rps)、周期、速度の測定時に設定可能

スムージング 設定時間で測定データの移動平均を演算
設定時間：0.1 〜 1000ms( 設定分解能：0.1ms)
すべての測定項目で設定可能

パルス平均 設定したパルス数ごとに周波数測定を行う
パルス間隔に周期を持ったムラがある場合、ムラを取り除くことができる
設定パルス数：1 〜 4096
周波数、回転数 (rpm)、回転数 (rps)、電源周波数、周期、パルス積算、速度の測定時に設定可能

オフセット機能 オフセット周波数を基準にして、変動を観測可能
オフセット範囲：最大 value/ レンジ値の 100 倍まで設定可能

・周波数： 0Hz 〜 500kHz
・回転数 (rpm)： 0rpm 〜 50krpm
・回転数 (rps)： 0rps 〜 1000rps
・周期： 0s 〜 50s
・Duty： 0% 〜 100%
・パルス幅： 0s 〜 50s
・パルス積算： −1.0000 × 1022 〜 1.0000 × 1022

・速度： −1.0000 × 1022 〜 1.0000 × 1022

13  周波数モジュール (701281) 仕様



32 IM 720120-51

14 周波数モジュール (720281) 仕様

項目 仕様
基準動作状態 温度： 23 ± 5℃

湿度： 20 ～ 80％ RH
ウォームアップ時間 30 分以上経過後

測定機能 周波数、回転数 (rpm)、回転数 (rps)、周期、Duty、電源周波数、パルス幅、パルス積算、速度
入力チャネル数 2
データ更新レート 1MHz(1µs)
出力遅延時間 約 3µs
入力形式 絶縁不平衡
入力コネクタ BNC コネクタ ( 絶縁タイプ )
最大入力電圧 700929(10:1)/702902(10:1)/701947(100:1) との組み合わせ *2：

420V(DC ＋ ACpeak)
701901 ＋ 701954 との組み合わせ (1:1)、または直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*4：

42V(DC ＋ ACpeak)
最大定格対地間電圧
入力－ケース間
各入力間

安全規格の WorkingVoltage
700929(10:1)/702902(10:1)/701947(100:1) との組み合わせ *3：

400Vrms(CAT II)
701901 ＋ 701954 との組み合わせ (1:1)、または直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*5：

42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)
耐電圧 2300VACrms、2 秒間 ( 各入力端子 - アース間 ) (60Hz)
絶縁抵抗 500VDC、10MΩ以上 ( 各入力端子 - アース間 )
測定最小分解能 625ps
測定データ分解能 16 ビット (2400LSB/div)
測定確度 *1 ・	 周波数、回転数 (rpm)、回転数 (rps)、速度測定モード時 *6

測定確度は測定レンジおよび入力周波数により規定
[ 測定確度の定義 ]
± (0.05% of レンジ＋入力周波数依存確度 )
[ 入力周波数依存確度 ]
入力周波数 2kHz 未満： 0.05% of 入力周波数＋ 0.001Hz
入力周波数 2kHz 〜 50kHz： 0.05% of 入力周波数
入力周波数 50kHz 〜 100kHz： 0.1% of 入力周波数
入力周波数 100kHz 〜 200kHz： 0.2% of 入力周波数
入力周波数 200kHz 以上： 0.5% of 入力周波数

・	 電源周波数モード時 *7

中心周波数 50/60Hz 時：
中心周波数 400Hz 時：

± 0.03Hz ( 分解能：0.01Hz)
± 0.3Hz ( 分解能：0.01Hz)

( 入力設定は、AC100V/AC200V 時 入力正弦波 )
・	 周期測定モード時 *6

測定確度は測定レンジおよび入力周期により規定
[ 測定確度の定義 ]
± (0.05% of レンジ＋入力周期依存確度 )
[ 入力周期依存確度 ]
入力周期 500µs 以上： 0.05% of 入力周期
入力周期 20µs 〜 500µs： 0.1% of 入力周期＋ 0.1µs
入力周期 10µs 〜 20µs： 0.2% of 入力周期＋ 0.1µs
入力周期 10µs 未満： 0.5% of 入力周期＋ 0.1µs

・	 Duty 測定モード時 *8

入力周波数に依存
入力周波数 50kHz 未満： ± 0.1%
入力周波数 50kHz 〜 100kHz： ± 0.2%
入力周波数 100kHz 〜 200kHz： ± 0.5%
入力周波数 200kHz 〜 500kHz： ± 1.0%
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項目 仕様
・	 パルス幅測定モード時 *8

測定確度は測定レンジおよび入力パルス幅により規定
[ 測定確度の定義 ]
± (0.05% of レンジ＋入力パルス幅依存確度 )
[ 入力パルス幅依存確度 ]
入力パルス幅 500µs 以上： 0.05% of 入力パルス幅
入力パルス幅 20µs 〜 500µs： 0.1% of 入力パルス幅＋ 0.1µs
入力パルス幅 10µs 〜 20µs： 0.2% of 入力パルス幅＋ 0.1µs
入力パルス幅 10µs 未満： 0.5% of 入力パルス幅＋ 0.1µs

入力電圧範囲 (±FS) 10:1 Probe Factor 時
(700929 との組み合わせ )

± 10V、± 20V、± 50V、± 100V、± 200V、± 500V( ± FS)

入力インピーダンス 1MΩ± 1％、約 35pF
プルアップ機能： 10kΩ、約 5V( プルアップは入力設定が Pull-up 5V の時だけ ON 可能 )

入力カップリング設定 AC、DC
プローブの減衰比設定 10:1、1:1
パルス検出最低電圧幅 200mVP-P
帯域制限 Full/100kHz/10kHz/1kHz/100Hz より選択可能

遮断特性： −12dB/OCT(Typical 値 *9)
スレショルドレベル 電圧レンジの FS 内で設定可能　FS の 1% 単位で設定可能
ヒステリシス 電圧レンジの FS の± 1%、± 2.5%、± 5% から選択可能
プリセット機能 ロジック (5V/3V/12V/24V)、電磁ピックアップ、ゼロクロス、プルアップ、AC100V、AC200V、 

ユーザー定義
スロープ選択 立ち上がり、立ち下がりのどちらかを選択可能
AC 結合時の 
−3dB 低域減衰点

0.5Hz 以下 (700929/702902 使用時は 0.05Hz 以下、701947 使用時は 0.005Hz 以下 ) (Typical 値 *9)

チャタリング除去機能 OFF/1 〜 1000ms( 設定分解能：1ms)
接点入力などの ON/OFF 時のチャタリングを取り除く機能。設定期間中の信号変化を無視するこ
とができる。

入力状態表示機能 チャネルごとに LED による入力状態表示機能あり
動作時： パルス入力を検知すると緑に点灯
オーバードライブ時： 入力電圧がレンジ範囲を超えると赤に点灯

適合プローブ / 
接続ケーブル

接続ケーブル (1:1)：推奨 1
366926

電圧プローブ：推奨 2
700929 (10:1 安全プローブ )　20 〜 45pF
702902 (10:1 安全プローブ )　25 〜 45pF
701947 (100:1 安全プローブ )　15 〜 45pF

*1	 基準動作状態で測定した値です。

H

L

700929/702902/701947との組み合わせ

*2700929
702902
701947

H

L
*4

*5
BNC

*3

701901＋701954との組み合わせ、
または直接入力(安全規格に適合しないケーブル)

*6	 1Vpp、方形波、立ち上がり / 立ち下がり時間：1µs 以内 ( 入力レンジ：± 10V、帯域制限：Full、ヒステリシス± 1%) の入力波形
*7	 90Vrms、正弦波 ( 入力レンジ：AC100V、帯域制限：100kHz、ヒステリシス：± 1%) の入力波形
*8	 1Vpp、方形波、立ち上がり / 立ち下がり時間：5ns 以内 ( 入力レンジ：± 10V、帯域制限：Full、ヒステリシス± 1%) の入力波形
*9	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。

14  周波数モジュール (720281) 仕様
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測定モードごとの仕様
項目 仕様
周波数

測定可能周波数範囲 0.01Hz 〜 500kHz
垂直軸レンジ設定範囲 1Hz レンジ〜 1MHz レンジ (1-2-5 ステップ )
最小分解能 0.001Hz

回転数 (rpm)
測定可能回転数範囲 0.01rpm 〜 100000rpm( ただし、入力周波数は DC 〜 500kHz)
垂直軸レンジ設定範囲 1rpm レンジ～ 10000rpm レンジ (1-2-5 ステップ )
演算方式 1 回転当たりのパルス数をもとに周波数より演算

回転数 (rpm) ＝周波数 /( パルス /Rotate 値 ) × 60
パルス /Rotate 設定範囲 1 〜 99999

回転数 (rps)
測定可能回転数範囲 0.001rps 〜 2000rps( ただし、入力周波数は DC 〜 500kHz)
垂直軸レンジ設定範囲 0.1rps レンジ～ 2000rps レンジ (1-2-5 ステップ )
演算方式 1 回転当たりのパルス数をもとに周波数より演算

回転数 (rps) ＝周波数 /( パルス /Rotate 値 )
パルス /Rotate 設定範囲 1 〜 99999

周期
測定可能周期範囲 2µs 〜 50s( ただし、最小パルス幅は 1µs)
垂直軸レンジ設定範囲 100µs レンジ～ 50s レンジ (1-2-5 ステップ )
最小分解能 0.1µs

Duty
測定可能 Duty 範囲 0 〜 100%
垂直軸レンジ設定範囲 10％レンジ～ 200% レンジ (1-2-5 ステップ )
測定可能周波数範囲 0.1Hz 〜 500kHz
測定パルス パルスのポジティブ、ネガティブ選択可能
最小分解能 0.1µs

電源周波数
測定可能周波数範囲 30Hz 〜 70Hz( 中心周波数：50Hz 時 )、40Hz 〜 80Hz( 中心周波数：60Hz 時 )、 

380Hz 〜 420Hz( 中心周波数：400Hz 時 )
垂直軸レンジ設定範囲 1Hz レンジ～ 20Hz レンジ ( 設定分解能：0.01Hz)
中心周波数設定 50Hz、60Hz、400Hz から選択可能
最小分解能 0.01Hz

パルス幅
測定可能パルス幅 1µs 〜 50s( ただし、入力周波数は〜 500kHz)
垂直軸レンジ設定範囲 100µs レンジ～ 50s レンジ (1-2-5 ステップ )
測定パルス パルスのポジティブ、ネガティブ選択可能
選択最小分解能 0.1µs

パルス積算
最大パルスカウント数 2 × 109 パルス
垂直軸レンジ設定範囲 5.000E ＋ 21 レンジ～ 100.0E − 21 レンジ (1-2-5 レンジ：計 123 レンジ )
測定周波数範囲 0.1Hz 〜 500kHz ( ただし、最小パルス幅は 1µs)
演算機能 1 パルス当たりの物理量を設定することにより、距離 / 流量などの物理値に変換して表示可能
Unit/Pulse 設定範囲 −9.9999E ＋ 30 〜＋ 9.9999E ＋ 30
カウントリセット マニュアルリセット、オーバーリミットリセット

速度
垂直軸レンジ設定範囲 5.000E ＋ 21 レンジ～ 100.0E − 21 レンジ (1-2-5 レンジ：計 123 レンジ )
演算方式 1 パルス当たりの変位量を設定することにより、周波数から速度を演算

s、min、hour の単位時間は自動換算
Distance/Pulse 設定範囲 −9.9999E ＋ 30 〜＋ 9.9999E ＋ 30

14  周波数モジュール (720281) 仕様
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機能仕様
項目 仕様
減速予測 パルス入力が途切れた場合、リアルタイムに減速状態を演算する

周波数、回転数 (rpm)、回転数 (rps)、周期、速度の測定時に設定可能
停止予測 パルス入力が途切れて、一定期間経過した時、周波数を強制的に 0 にする

停止期間設定：最後に測定されたパルス周期の 1.5 〜 10(10 段階 ) に設定可能
周波数、回転数 (rpm)、回転数 (rps)、周期、速度の測定時に設定可能

スムージング 設定時間で測定データの移動平均を演算
設定時間：0.1 〜 1000ms( 設定分解能：0.1ms)
すべての測定項目で設定可能

パルス平均 設定したパルス数ごとに周波数測定を行う
パルス間隔に周期を持ったムラがある場合、ムラを取り除くことができる
設定パルス数：1 〜 4096
周波数、回転数 (rpm)、回転数 (rps)、電源周波数、周期、パルス積算、速度の測定時に設定可能

オフセット機能 オフセット周波数を基準にして、変動を観測可能
オフセット範囲：最大 value/ レンジ値の 100 倍まで設定可能

・周波数： 0Hz 〜 500kHz
・回転数 (rpm)： 0rpm 〜 50krpm
・回転数 (rps)： 0rps 〜 1000rps
・周期： 0s 〜 50s
・Duty： 0% 〜 100%
・パルス幅： 0s 〜 50s
・パルス積算： −1.0000 × 1022 〜 1.0000 × 1022

・速度： −1.0000 × 1022 〜 1.0000 × 1022

14  周波数モジュール (720281) 仕様



36 IM 720120-51

15	 高速 100MS/s 12 ビット絶縁モジュール (720210、
720211) 仕様

入力モジュール 720210 は、欧州 RoHS 指令 ( 環境規格 ) に適合しません。欧州圏以外の環境規制 / 規
格の適合については、お近くの横河オフィスまでお問い合わせください (PIM 113-01Z2)。

項目 仕様
基準動作状態 温度：

湿度：
23 ± 5℃
20 ～ 80％ RH

ウォームアップ時間 30 分以上経過後にキャリブレーション実行後
入力チャネル数 2
入力カップリング設定 AC、DC、GND
最高サンプルレート 100MS/s
入力形式 絶縁不平衡
周波数特性 *1 

( 振幅がレンジの 60％相当
の正弦波を入力したときの
− 3dB 減衰点 )

DC ～ 20MHz

電圧軸レンジ設定範囲 100mV レンジ～ 200V レンジ (1-2-5 ステップ )　（1:1 Probe Factor のとき）
最大入力電圧
( 周波数が 1kHz 以下 
のとき )

700929(10:1)/702902(10:1)/701947(100:1) との組み合わせ *2：
1000V(DC ＋ ACpeak)   CAT II

701901 ＋ 701954 との組み合わせ (1:1)*4：
200V(DC ＋ ACpeak)

直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*6：
42V(DC ＋ ACpeak)

最大定格対地間電圧
入力－ケース間
各入力間
( 周波数が 1kHz 以下 
のとき )

安全規格の WorkingVoltage
700929(10:1)/701947(100:1) との組み合わせ *3、または 701901 ＋ 701954 との組み合わせ (1:1)*5：

1000Vrms(CAT II)
702902(10:1) との組み合わせ *3：

1000V(DC ＋ ACpeak)   CAT II
直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*7：

42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)
垂直軸 ( 電圧軸 ) 確度
DC 確度 *1 

100mV レンジ～ 200V レンジ：　± (0.5％ of レンジ )

入力コネクタ BNC コネクタ ( 絶縁タイプ )
入力インピーダンス 1MΩ± 1％、約 35pF
AC 結合時の 
−3dB 低域減衰点

10Hz 以下 (700929/702902 使用時は 1Hz 以下、701947 使用時は 0.1Hz 以下 )

コモンモード除去比 80dB(50/60Hz) 以上 (Typical 値 *8)
残留ノイズレベル 
( 入力部を短絡 )

± 1.1mV またはレンジの± 1.5％のどちらか大きい方 (Typical 値 *8)

耐電圧 5400Vrms、2 秒間 ( 各入力端子 - アース間 ) (60Hz)
絶縁抵抗 500VDC、10MΩ以上 ( 各入力端子 - アース間 )
A/D 変換分解能 12 ビット (1500LSB/ レンジ )
温度係数 ゼロ点： 100mV レンジ～ 200V レンジ：　± (0.1％ of レンジ )/℃ (Typical 値 *8)

利得： ± (0.05％ of レンジ )/℃ (Typical 値 *8)
帯域制限 Full/2MHz より選択可能

遮断特性： −12dB/OCT(Typical 値 *8)
ディジタルフィルタ

カットオフ周波数： 1.28MHz、640kHz、320kHz、160kHz、80kHz、40kHz、20kHz、10kHz
フィルタ形式： IIR 型

プローブの減衰比設定 電圧プローブ： 1:1、10:1、100:1、1000:1
電流プローブ： 1A:1V、10A:1V(701932/701933 用 )、100A:1V(701930/701931 用 )

*1	 基準動作状態で測定した値です。
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H

L

700929/702902/701947との組み合わせ

*2

*3

700929
702902
701947

701901+701954との組み合わせ

H

L

直接入力(安全規格に適合しないケーブル)

*6
*7

BNC

H

L

701901 701954 *4

*5

*8	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。

15  高速 100MS/s 12 ビット絶縁モジュール (720210、720211) 仕様
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16 ひずみの基本定義式

ひずみの定義
DL/L ＝ ε			   (1)

ε		  ：ひずみ
L		  ：材料の初めの長さ
ΔL		 ：外力による変化分

ゲージ率の定義
機械的ひずみとひずみゲージ抵抗体の抵抗変化の比をゲージ率 (K) といいます。

	
(   R/R)＝K×

＝         ＝L 
 L              K (2)

(3)

R/R

R		  ：ゲージ抵抗
ΔR		 ：ひずみを受けたときの抵抗変化量

通常、K ＝ 2.0 ですが、ひずみゲージの素材によって異なります。

ホイートストンブリッジの測定電圧(V)とひずみ(ε)の一般式(1ゲージ法 )
V：ブリッジ測定電圧、E：ブリッジ印加電圧とすると、
V ＝ (1/4) × E × (ΔR/R)	 (4)

(3) 式より、
(DR/R) ＝ K × ε
よって、 V ＝ (1/4) × E × K × ε	 (5)

ひずみ (ε) を測定電圧 (V) から求める場合 ( ひずみゲージ (1 ゲージ法 ) の場合 )
	 (5) 式から ε を求めると、
	 ε ＝ (4/K) × (V/E)	 (6)

ブリッジ測定電圧 (V) からひずみゲージ式センサの測定値 (ε) を求める場合 ( ひずみゲー
ジ式センサの場合 )

	 e ＝測定値 ( ひずみゲージ式センサの測定値：ｍ V/V 単位 ) として、(6) 式を ε ＝ e と置き換えると、
	 ε ＝ (4/K) × (V/E)	 (7)

	 ひずみゲージ式センサの場合、本機器で Gauge Factor( ゲージ率：K) ＝ 2 と設定してご使用くださ
い。K の値を変更すると、上式によって換算されます。
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17	 ひずみモジュールのシャントキャリブレーション
について

シャントキャリブレーションとは、既知の抵抗 ( シャントキャリブレーション用抵抗：以降シャント
抵抗と略します ) をひずみゲージに並列に挿入することにより、ひずみ測定のゲインを補正するもの
です。ひずみモジュール (701271(STRAIN_DSUB) は、シャントキャリブレーションに対応していて、シャ
ントキャリブレーション用のリレー回路を内蔵しています。
シャントキャリブレーションを実行するには、シャントキャリブレーションに対応したブリッジヘッ
ド (701957/701958) が必要です。

モジュールのFloating Commonは、
ブリッジヘッド内で接地されます。*1

シールドは、ブリッジヘッドの
筐体と測定本体の筐体に接続
されます。

コネクタシェルは、
ブリッジヘッド本体の
筐体電位に接続され
ます。*2

*2

*1 モジュールのGND(Floating Common)は、ブリッジボックスの内部で筐体電位に接続されています。
*2 ブリッジヘッドの筐体、ケーブルのシールド、測定器本体の筐体はノイズ対策のため接続されています。

B8023WP
Bridge+Bridge+
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STRAIN_DSUB

AD

モジュール

モジュール信号は
すべて絶縁されて
います。

Bridge
Power

+
-

測定器本体 (例：SL1000)

Shuntcal
Shuntcal+

筐体
コネクタシェルは測定器本体の
筐体電位に接続されます。*2

GND
端子

筐体

ブリッジ
電圧

Bridge+

Bridge-

In-

シャント抵抗
(ブリッジヘッドに実装)

シャントキャリブレーション用
リレー回路
(ひずみモジュールに内蔵
シャントキャリブレーション
を実行すると自動的に
ON/OFF) Bridge+

Bridge-

In+
In-

シャント抵抗，
正(＋)側補正時

120Ω

120Ω 120Ω

・ 負(－)側のゲインを補正する場合(通常時)

シャントキャリブレーション用
リレー回路
(ひずみモジュールに内蔵
シャントキャリブレーション
を実行すると自動的に
ON/OFF)

ブリッジ
電圧

120Ω

120Ω
120Ω

・ 正(＋)側のゲインを補正する場合

In+
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シャントキャリブレーションの手順
1. 	 使用するシャント抵抗が何 μSTR( ひずみ値 ) に相当するかを算出します。算出方法は、次項の

「シャント抵抗の算出方法」に従ってください。
2. 	 ひずみゲージに負荷をかけない状態でバランスを実行して、ゼロ点を補正します。
3. 	 シャントキャリブレーションを実行して、ゲインを補正します。
	 通常は、負 ( － ) 側のゲインを補正しますが、正 ( ＋ ) 側を補正する場合は、シャント抵抗の挿

入箇所を前ページの右図のように変更してください。

ひずみ入力

ひずみ

バランスを実行すると，
ゼロ点が補正されます。

ひずみ

P2:Y

P2:X ひずみ入力

・ バランス ・ シャントキャリブレーション

シャント抵抗に応じたひずみ値を
リニアスケーリングのP2Yに設定します。

現在の測定値*

実行前

実行後 実行前

実行後
ゲインが補正されます。

* シャントキャリブレーションを実行すると，自動的に得られます。

シャントキャリブレーションの実行
ご使用の機器 (SL1000 ユニットなど ) の手順に従ってシャントキャリブレーションを実行してくださ
い。

Note
・	 シャントキャリブレーション実行時には、シャントキャリブレーション用リレー回路が ON のときの測

定値がオーバーレンジしないように適性なレンジを選択してください。SL1000 ユニットでは、現在の設
定レンジ内でシャントキャリブレーションを試みます。

・	 シャントキャリブレーションが失敗した場合 ( オーバーレンジなど ) は、エラーメッセージが表示されま
す。そのようなときには、レンジを変更して再度シャントキャリブレーションを実行してください。

ノイズ対策について
ひずみゲージは、μV レベルの電圧を測定するため、非常にノイズの影響を受けやすくなっています。
バランスやシャントキャリブレーションの実行が失敗した場合は、ノイズの影響も考えられますので、
次の点をご確認ください。

・	 ひずみゲージは、ブリッジヘッドから離して装着するため、ツイスト線での延長をおすすめします。
・	 ブリッジヘッドは、当社のブリッジヘッド (701957/701958) のご使用をおすすめします。

17  ひずみモジュールのシャントキャリブレーションについて
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シャント抵抗の算出方法
シャントキャリブレーションを実行するには、あらかじめシャント抵抗 (Rs) と期待するひずみ値 (ε)
を算出しておく必要があります。下記の計算式で算出した ε をリニアスケーリングの P2Y に入力しま
す ( 通常、ε はマイナス値 )。
ただし、シャントキャリブレーション用として一般に紹介されている式 ( 簡易式 ) は、ひずみ値 (ε) が
大きくなると誤差を 1 ～ 2％程度含みます。できるだけ詳細式で計算してください。

シャントキャリブレーション実行時の Rs と ε の計算式 
一般式 ( 簡易式 )

	 DR/R ＝ K × ε		  (1)：ひずみの基本式
	 ΔR ＝ R － R//Rs 注	 (2)：シャント抵抗が ON 時の抵抗変化の計算式
	 注：本書では、抵抗の平列式を次のように表現しています。

				    R//Rs＝ ＝1
R

R×Rs
R＋Rs1

1

Rs＋

		    ： ひずみ(シャント抵抗ON時に発生させたいひずみ値)
K ： ゲージ率
R ： ブリッジ抵抗
   R ： 抵抗変化
Rs ： シャント抵抗値(求めたいシャント抵抗値)

(1)(2)から、   Rを消去すると、

Rs＝R×(1-K×  )/(K×  ) (A式)：シャント抵抗を算出する一般式(誤差を含む)

詳細式

		

(1)：ホイーストンブリッジの基本式

(2)：ONのときの式
(3)：合成抵抗R'の式
(4)：R1～R4は等しいのでRとする

(5)：ひずみの基本式

E ： ブリッジの電圧
V0 ： ブリッジの出力電圧
R1～R4 ： ブリッジ抵抗(ただし、R1＝R2＝R3＝R4)
Rs ： シャント抵抗値(求めたいシャント抵抗値)
R' ： リレーをONにしたときの合成抵抗(R'＝R//Rs)

V0＝E×(R1×R3－R2×R4)/{(R1＋R2)×(R3＋R4)}

シャントキャリブレーションがONのときは，
V0＝E×(R1×R3－R'×R4)/{(R1＋R')×(R3＋R4)}

R'＝R2//Rs
R1＝R2＝R3＝R4＝R

また，ひずみの基本式から、
V0/E＝K×  /4

(2)(3)(4)(5)から、V0/EとR1～R4を消去すると、

Rs＝R×(1－K×  /2)/(K×  ) (B式)：シャント抵抗を算出する詳細式(誤差なし)

			   E (ブリッジ電源)

R 1 R 4

R 2 R 3

R s

V0

17  ひずみモジュールのシャントキャリブレーションについて
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計算例
ひずみ値 (ε) から、該当するシャント抵抗値 (Rs) を求める場合

	 ゲージ率：K ＝ 2 として、
	 詳細式 (B 式 )	 Rs ＝ R × (1 － ε)/(2 × ε)	 (6)
	 一般式 (A 式 )	Rs ＝ R × (1 － 2 × ε)/(2 × ε)	 (7)：誤差 1 ～ 2％あり

発生させたいひずみ値
ε(µSTR)

詳細式 (6) による Rs の値 (Ω) 一般式 (7) による Rs の値 (Ω)
R ＝ 120Ω R＝ 350Ω R＝ 120Ω R＝ 350Ω

1,000 59,940 174,825 59,880 174,650
2,000 29,940 87,325 29,880 87,150
5,000 11,940 34,825 11,880 34,650

10,000 5,940 17,325 5,880 17,150

シャント抵抗値 (Rs) から、該当するひずみ値 (ε) を求める場合
	 (6)(7) から、ε を求めると、
	 詳細式 (B 式 )	 ε ＝ 1/(1 ＋ 2 × Rs/R)	 (8)
	 一般式 (A 式 )	ε ＝ 1/{2 × (1 ＋ Rs/R)}	 (9)：誤差 1 ～ 2％あり

・	 ブリッジ抵抗：R＝ 120Ωのとき
RSの値	
(Ω)

詳細式 (8) によるひずみ値
ε(µSTR)

一般式 (9) によるひずみ値
ε(µSTR)

60,000 999 998
30,000 1,996 1,992
12,000 4,975 4,950

6,000 9,901 9,804

・	 ブリッジ抵抗：R＝ 350Ωのとき
RSの値	
(Ω)

詳細式 (8) によるひずみ値
ε(µSTR)

一般式 (9) によるひずみ値
ε(µSTR)

180,000 971 970
90,000 1,941 1,937
36,000 4,838 4,814
18,000 9,629 9,537

17  ひずみモジュールのシャントキャリブレーションについて
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18	 周波数モジュールの演算形式とスムージングフィ
ルタのフィルタ特性

周波数モジュールの演算形式 ( 分解能 ) について
周波数モジュールでの演算フローを下記に示します。

カウンタ A(Float)

浮動
小数点

演算

各種演算
周波数

周期
‥‥

D(Float) E(Binary)÷

1LSBの重み

レンジ値

ACQ
Memory

内部はすべて
浮動小数点で
演算されます。

÷ 24000LSB/レンジ

Binary→Float Float→16bit Binary演算(浮動小数点)

24000LSB
/レンジ

C(Float) －

オフセット値

浮動小数点
データ

入力

625ps分解能

周波数モジュールでは、入力信号の周期を 625ps 分解能で測定します。このため、カウント値の最小
分解能は 625ps になります。
各種の演算は、浮動小数点形式で行います。周波数モジュールから出力されアクイジションメモリ
(ACQ Memory) に書き込まれるデータは、16 ビットバイナリデータで、レンジで決定される 1LSB の
重みで換算されます。表示するときは、24000LSB/ レンジで正規化します。

入力：カウンタ値から浮動小数点への変換
625ps 分解能で得られたカウント値を浮動小数点形式に変換し、下式で周期 A を求めます。
周期：Ａ (Float) ＝ ( カウント値 ) × 625ps

演算
設定にもとづいて、各種演算は浮動小数点で行います。
例 )	 周波数：C(Float) ＝ 1/A(Float)

出力 1LSB の重みの計算
出力 1LSB の重みは、レンジ値から求めます。
レンジ＝ 24000LSB なので、
出力の 1LSB の重み＝レンジ /24000

演算出力：浮動小数点から 16 ビットバイナリへの変換 ( オフセット：0
の場合 )
オフセット値が「0」のときは、オフセット計算は行わず、C(Float) ＝ D(Float) となります。
アクイジションメモリ (ACQ Memory) には、16 ビットバイナリデータに変換して書き込みます。
16 ビットバイナリデータ：E(Binary) ＝ D(float) ÷ ( 出力の 1LSB の重み )

オフセット演算
オフセット値が「0」でないときは、下式でオフセット値を浮動小数点形式で演算した後、16 ビット
バイナリデータに変換します。
D(Float) ＝ C(Float) －オフセット値 (Float)
オフセット演算で演算結果 C(Float) がオフセット値に等しいときは、出力が「0」になります。また、
演算結果 C(Float) がオフセット値より小さい場合は、E(Binary) が負のデータになります。
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スムージングフィルタのフィルタ特性 ( 時間遅れ ) について
スムージングフィルタは、リアルタイムに演算を行う移動平均フィルタです。スムージングフィルタ
では、データ更新レート 1µs(1MHz) のデータを 40µs 期間単純平均して、40µs 間隔で移動平均演算を
行います。移動平均の演算間隔は、本体のサンプルレートによらず一定です。40µs 間隔で演算された
データは、直線補間により、1µs ごとのデータに補間されて出力されます。移動平均の次数 ( 移動平
均点数 ) は、時間で設定し、最大は 25000 次 (1000ms 設定時 ) です。
スムージングフィルタの特性は、次のようになります。

・	 ローパスフィルタです。
・	 通過帯域は平坦です。
・	 直線位相特性で、群遅延はフィルタ次数により一定です。
	 群遅延は、次式で求められます。
	 群遅延＝ ( 移動平均点数－ 1) × 40µs/2

・	 くし型の帯域特性です。

スムージングフィルタをステップ状に変化する波形に適用すると、下図のようになります。スムージ
ングフィルタ設定時間は、ステップ変化に追従する時間になります。

		

スムージングフィルタ
適用後の波形

スムージングフィルタ
適用前の波形

スムージングフィルタ設定時間

18  周波数モジュールの演算形式とスムージングフィルタのフィルタ特性
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付録 1	 高電圧100kS/s 16ビット絶縁モジュール(RMS 付 )
(701260) 仕様

ここには、高電圧 100kS/s 16 ビット絶縁モジュール (RMS 付 )(701260) の仕様を記載しています。
この入力モジュール 701260 は、欧州 RoHS 指令 ( 環境規格 ) に適合しません。欧州圏以外の環境規制
/ 規格の適合については、お近くの横河オフィスまでお問い合わせください (PIM 113-01Z2)。
2013 年 10 月以降、この入力モジュール 701260 は、安全規格 EN61010-1 と EN61010-2-030 に適合
しません。

項目 仕様
基準動作状態 温度：

湿度：
23 ± 5℃
20 ～ 80％ RH

ウォームアップ時間 30 分以上経過後にキャリブレーション実行後
入力チャネル数 2
入力カップリング設定 AC、DC、GND、AC-RMS、DC-RMS
最高サンプルレート 100kS/s
入力形式 絶縁不平衡
周波数特性 *1 

( 振幅がレンジの 60％相当
の正弦波を入力したときの
−3dB 減衰点 )

波形観測モード： DC 〜 40kHz
RMS 観測モード： DC、40Hz 〜 10kHz

電圧軸レンジ設定範囲 200mV レンジ〜 2kV レンジ (1-2-5 ステップ )　（1:1 Probe Factor のとき）
最大入力電圧
( 周波数が 1kHz 以下 
のとき )

700929(10:1)/702902(10:1)/701947(100:1) との組み合わせ *2：
1000V(DC ＋ ACpeak)

701901(1:1) ＋ 701954 との組み合わせ *5：
850V(DC ＋ ACpeak)

直接入力または安全規格に非適合のケーブル *8：
42V(DC ＋ ACpeak)

最大定格対地間電圧
入力－ケース間
各入力間
( 周波数が 1kHz 以下 
のとき )

安全規格の Working Voltage35
700929(10:1)/702902(10:1)/701947(100:1) との組み合わせ

プローブの先端の H とアース間 *3： 1000Vrms(CAT II)
プローブの先端の L とアース間 *4： 400Vrms(CAT II)

701901(1:1) ＋ 701954 との組み合わせ
先端の H とアース間 *6： 700Vrms(CAT II)
先端の L とアース間 *7： 400Vrms(CAT II)

直接入力または安全規格に非適合のケーブル
入力端子の H または L とアース間 *9： 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)

最大設定範囲垂直軸 ( 電圧
軸 ) 確度 *1

波形観測モード
DC 確度 ± (0.25％ of レンジ )

RMS 観測モード
DC 確度 ± (1.0％ of レンジ )
AC 確度 ( 正弦波入力時 ) ± (1.5％ of レンジ ) 40Hz 〜 1kHz の範囲
AC 確度 ( クレストファクタ：2 以下のとき ) ± (2.0％ of レンジ ) 40Hz 〜 1kHz の範囲
AC 確度 ( クレストファクタ：3 以下のとき ) ± (3.0％ of レンジ ) 40Hz 〜 1kHz の範囲

入力コネクタ BNC コネクタ ( 絶縁タイプ )
入力インピーダンス 1MΩ ± 1％、約 35pF
AC 結合時の 
−3dB 低域減衰点

1Hz 以下 (700929/702902 使用時は 0.1Hz 以下、701947 使用時は 0.01Hz 以下 )

コモンモード除去比 80dB(50/60Hz) 以上 (Typical 値 *10)
残留ノイズレベル
( 入力部を短絡 )

± 1mV またはレンジの± 0.2％のどちらか大きい方 (Typical 値 *10)

耐電圧 3700Vrms、1 分間 ( 各入力端子 - アース間 ) (60Hz)
許容される過渡的 
サージ電圧 ( 瞬時のみ )

± 5200Vpeak ( 各入力端子 - アース間 ) 

絶縁抵抗 500VDC、10MΩ以上 ( 各入力端子 - アース間 )
A/D 変換分解能 16 ビット (24000LSB/ レンジ )
温度係数 ( 波形観測時 ) ゼロ点： ± (0.02％ of レンジ )/℃ (Typical 値 *10)

利得： ± (0.02％ of レンジ )/℃ (Typical 値 *10)
応答時間 (RMS 観測時 ) 立ち上がり (0 → 90% of レンジ )： 100ms (Typical 値 *10)

立ち下がり (100 → 10% of レンジ )： 250ms (Typical 値 *10)
帯域制限 Full/10kHz/1kHz/100Hz より選択可能

遮断特性： −12dB/OCT (Typical 値 *10)
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項目 仕様
プローブの減衰比設定 電圧プローブ： 1:1、10:1、100:1、1000:1

電流プローブ： 1A:1V、10A:1V(701932/701933 用 )、100A:1V(701930/701931 用 )
適合プローブ /
接続ケーブル

接続ケーブル ( 高電圧用 1:1)：推奨 1
701901( 絶縁タイプ BNC- 安全ワニグチアダプタ× 2：850V(DC ＋ ACpeak) 以下測定用 )、
別途 701954( ワニグチクリップ ( ドルフィン型 ) 赤 / 黒 2 個セット ) が必要

電圧プローブ：推奨 2
700929(10:1 安全プローブ )、20 〜 45pF：1000V(DC ＋ ACpeak) 以下の測定用
702902(10:1 安全プローブ )、25 〜 40pF：1000V(DC ＋ ACpeak) 以下の測定用
701947(100:1 安全プローブ )、15 ～ 45pF：1000V(DC ＋ ACpeak) 以下の測定用

電流プローブ (SL1000 ユニットより電源供給可能、オプション )
701930(150A)、701931(500A)、701932(30A)、701933(30A)

*1	基準動作状態で測定した値です。

700929/702902/701947との組み合わせ

*2
*3

*4

700929
702902
701947

701901+701954との組み合わせ

直接入力(安全規格に適合しないケーブル)

耐電圧：3700Vrms(1分)
許容される過渡的サージ電圧(アース-入力間)：±5200Vpeak

H

L

H

L
*8

*9
BNC

H

L

701901 701954 *5 *6

*7

*10	Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。

	 警　　告
・	 本モジュールで高電圧を入力する場合は、1:1 安全ケーブル (701901 ＋ 701954 の組み合
わせ ) または絶縁プローブ (700929、701947)、またはパッシブプローブ 702902 を使用し
てください。

・	 本モジュールは、接続するプローブ、測定リード、およびクリップの組み合わせによって、
Low側と High 側で過電圧耐性が異なる場合があります。注意してください。

付録 1   高電圧 100kS/s 16 ビット絶縁モジュール (RMS 付 )(701260) 仕様
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付録 2	 周波数モジュール (701280) 仕様

ここには、周波数モジュール (701280) の仕様を記載しています。この入力モジュール 701280 は、欧
州 RoHS 指令 ( 環境規格 ) に適合しません。欧州圏以外の環境規制 / 規格の適合については、お近くの
横河オフィスまでお問い合わせください (PIM 113-01Z2)。

項目 仕様
基準動作状態 温度：

湿度：
23 ± 5℃
20 ～ 80％ RH

ウォームアップ時間 30 分以上経過後
測定機能 周波数、回転数 (rpm)、回転数 (rps)、周期、Duty、電源周波数、パルス幅、パルス積算、速度
入力チャネル数 2
データ更新レート 25kHz(40µs)
出力遅延時間 最大 2 演算周期
入力形式 絶縁不平衡
入力コネクタ BNC コネクタ ( 絶縁タイプ )
最大入力電圧 700929(10:1)/702902(10:1)/701947(100:1) との組み合わせ *2：

420V(DC ＋ ACpeak)
701901 ＋ 701954 との組み合わせ (1:1)、または直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*4：

42V(DC ＋ ACpeak)
最大定格対地間電圧
入力－ケース間
各入力間

安全規格の WorkingVoltage
700929(10:1)/702902(10:1)/701947(100:1) との組み合わせ *3：

300Vrms(CAT II)
701901 ＋ 701954 との組み合わせ (1:1)、または直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*5：

42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)
耐電圧 1500Vrms、1 分間 ( 各入力端子 - アース間 ) (60Hz)
絶縁抵抗 500VDC、10MΩ 以上 ( 各入力端子 - アース間 )
測定最小分解能 50ns
測定データ分解能 16 ビット (24000LSB/ レンジ )
測定確度 *1 ・	 周波数、回転数 (rpm)、回転数 (rps)、速度測定モード時 *6

測定確度は測定レンジおよび入力周波数により規定
[ 測定確度の定義 ]
± (0.05% of 10div ＋入力周波数依存確度 )
[ 入力周波数依存確度 ]
入力周波数 2kHz 未満： 0.05% of 入力周波数＋ 0.001Hz
入力周波数 2kHz 〜 10kHz： 0.1% of 入力周波数
入力周波数 10kHz 〜 20kHz： 0.3% of 入力周波数
入力周波数 20kHz 以上： 0.5% of 入力周波数

・	 電源周波数モード時 *7

中心周波数 50/60Hz 時：
中心周波数 400Hz 時：
( 入力設定は、AC100V/AC200V 時 入力正弦波 )

± 0.03Hz ( 分解能：0.01Hz)
± 0.3Hz ( 分解能：0.01Hz)

・	 周期測定モード時 *6

測定確度は測定レンジおよび入力周期により規定
[ 測定確度の定義 ]
± (0.05% of 10div ＋入力周期依存確度 )
[ 入力周期依存確度 ]
入力周期 500µs 以上： 0.05% of 入力周期
入力周期 100µs 〜 500µs： 0.1% of 入力周期
入力周期 50µs 〜 100µs： 0.3% of 入力周期
入力周期 50µs 未満： 0.5% of 入力周期＋ 0.1µs

・	 Duty 測定モード時 *8

入力周波数に依存
入力周波数 1kHz 未満： ± 0.1%
入力周波数 1kHz 〜 10kHz： ± 0.2%
入力周波数 10kHz 〜 50kHz： ± 1.0%
入力周波数 50kHz 〜 100kHz： ± 2.0%
入力周波数 100kHz 〜 200kHz： ± 4.0%
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項目 仕様
・	 パルス幅測定モード時 *8

測定確度は測定レンジおよび入力パルス幅により規定
[ 測定確度の定義 ]
± (0.05% of 10div ＋入力パルス幅依存確度 )
[ 入力パルス幅依存確度 ]
入力パルス幅 500µs 以上： 0.05% of 入力パルス幅
入力パルス幅 100µs 〜 500µs： 0.1% of 入力パルス幅
入力パルス幅 50µs 〜 100µs： 0.3% of 入力パルス幅
入力パルス幅 50µs 未満： 0.5% of 入力パルス幅＋ 0.1µs

入力電圧範囲 (±FS) 1:1 Probe Factor 時： ± 1V、± 2V、± 5V、± 10V、± 20V、± 50V( ± FS)
入力インピーダンス 1MΩ ± 1％、約 35pF

プルアップ機能： 4.7kΩ、約 5V( プルアップは入力設定が Pull-up 5V の時だけ ON 可能 )
入力カップリング設定 AC、DC
プローブの減衰比設定 10:1、1:1
パルス検出最低電圧幅 200mVP-P
帯域制限 Full/100kHz/10kHz/1kHz/100Hz より選択可能

遮断特性： − 12dB/OCT (Typical 値 *9)
スレショルドレベル 電圧レンジの FS 内で設定可能　FS の 1% 単位で設定可能
ヒステリシス 電圧レンジの FS の± 1%、± 2.5%、± 5% から選択可能
プリセット機能 ロジック (5V/3V/12V/24V)、電磁ピックアップ、ゼロクロス、プルアップ、AC100V、AC200V、 

ユーザー定義
スロープ選択 立ち上がり、立ち下がりのどちらかを選択可能
AC 結合時の 
−3dB 低域減衰点

0.5Hz 以下 (700929/702902 使用時は 0.05Hz 以下、701947 使用時は 0.005Hz 以下 ) (Typical 値 *9)

チャタリング除去機能 OFF/1 〜 1000ms( 設定分解能：1ms)
接点入力などの ON/OFF 時のチャタリングを取り除く機能。設定期間中の信号変化を無視するこ
とができる。

入力状態表示機能 チャネルごとに LED による入力状態表示機能あり
動作時： パルス入力を検知すると緑に点灯
オーバードライブ時： 入力電圧がレンジ範囲を超えると赤に点灯

適合プローブ / 
接続ケーブル

接続ケーブル (1:1)：推奨 1
366926

電圧プローブ：推奨 2
700929 (10:1 安全プローブ )、20 〜 45pF
702902 (10:1 安全プローブ )、25 〜 40pF
701947 (100:1 安全プローブ )、15 〜 45pF

*1	 基準動作状態で測定した値です。

700929/702902/701947との組み合わせ 701901＋701954との組み合わせ、
または直接入力(安全規格に適合しないケーブル)

H

L
*2700929

702902
701947

H

L
*4

*5
BNC

*3

*6	 1Vpp、方形波、立ち上がり / 立ち下がり時間：1µs 以内 ( 入力レンジ：± 10V、帯域制限：Full、ヒステリシス± 1%) の入力波形
*7	 90Vrms、正弦波 ( 入力レンジ：AC100V、帯域制限：100kHz、ヒステリシス：± 1%) の入力波形
*8	 1Vpp、方形波、立ち上がり / 立ち下がり時間：5ns 以内 ( 入力レンジ：± 10V、帯域制限：Full、ヒステリシス± 1%) の入力波形
*9	 Typical 値は代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。

付録 2  周波数モジュール (701280) 仕様
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測定モードごとの仕様
項目 仕様
周波数

測定可能周波数範囲 0.01Hz 〜 200kHz
垂直軸レンジ設定範囲 1Hz レンジ〜 500kHz レンジ (1-2-5 ステップ )
最小分解能 0.001Hz

回転数 (rpm)
測定可能回転数範囲 0.01rpm 〜 100000rpm( ただし、入力周波数は DC 〜 200kHz)
垂直軸レンジ設定範囲 1rpm レンジ～ 100000rpm レンジ (1-2-5 ステップ )
演算方式 1 回転当たりのパルス数をもとに周波数より演算

回転数 (rpm) ＝周波数 /( パルス /Rotate 値 ) × 60
パルス /Rotate 設定範囲 1 〜 99999

回転数 (rps)
測定可能回転数範囲 0.001rps 〜 2000rps( ただし、入力周波数は DC 〜 200kHz)
垂直軸レンジ設定範囲 0.1rps レンジ～ 2000rps レンジ (1-2-5 ステップ )
演算方式 1 回転当たりのパルス数をもとに周波数より演算

回転数 (rps) ＝周波数 /( パルス /Rotate 値 )
パルス /Rotate 設定範囲 1 〜 99999

周期
測定可能周期範囲 5µs 〜 50s( ただし、最小パルス幅は 2µs)
垂直軸レンジ設定範囲 100µs レンジ～ 50s レンジ (1-2-5 ステップ )
最小分解能 0.1µs

Duty
測定可能 Duty 範囲 0 〜 100%
垂直軸レンジ設定範囲 10％レンジ～ 200% レンジ (1-2-5 ステップ )
測定可能周波数範囲 0.1Hz 〜 200kHz
測定パルス パルスのポジティブ、ネガティブ選択可能
最小分解能 0.01%

電源周波数
測定可能周波数範囲 30Hz 〜 70Hz( 中心周波数：50Hz 時 )、40Hz 〜 80Hz( 中心周波数：60Hz 時 )、 

380Hz 〜 420Hz( 中心周波数：400Hz 時 )
垂直軸レンジ設定範囲 1Hz レンジ～ 20Hz レンジ ( 設定分解能：0.01Hz)
中心周波数設定 50Hz、60Hz、400Hz から選択可能
最小分解能 0.01Hz

パルス幅
測定可能パルス幅 2µs 〜 50s( ただし、入力周波数は〜 200kHz)
垂直軸レンジ設定範囲 100µs レンジ～ 50s レンジ (1-2-5 ステップ )
測定パルス パルスのポジティブ、ネガティブ選択可能
選択最小分解能 0.1µs

パルス積算
最大パルスカウント数 2 × 109 パルス
垂直軸レンジ設定範囲 5.000E ＋ 21 レンジ～ 100.0E − 21 レンジ (1-2-5 レンジ：計 123 レンジ )
測定周波数範囲 0.1Hz 〜 200kHz ( ただし、最小パルス幅は 2µs)
演算機能 1 パルス当たりの物理量を設定することにより、距離 / 流量などの物理値に変換して表示可能
Unit/Pulse 設定範囲 −9.9999E ＋ 30 〜＋ 9.9999E ＋ 30
カウントリセット マニュアルリセット、オーバーリミットリセット

速度
垂直軸レンジ設定範囲 5.000E ＋ 21 レンジ～ 100.0E − 21 レンジ (1-2-5 レンジ：計 123 レンジ )
演算方式 1 パルス当たりの変位量を設定することにより、周波数から速度を演算

s、min、hour の単位時間は自動換算
Distance/Pulse 設定範囲 −9.9999E ＋ 30 〜＋ 9.9999E ＋ 30

付録 2  周波数モジュール (701280) 仕様
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機能仕様
項目 仕様
減速予測 パルス入力が途切れた場合、リアルタイムに減速状態を演算する

周波数、回転数 (rpm)、回転数 (rps)、周期、速度の測定時に設定可能
停止予測 パルス入力が途切れて、一定期間経過した時、周波数を強制的に 0 にする

停止期間設定：最後に測定されたパルス周期の 1.5 〜 10(10 段階 ) に設定可能
周波数、回転数 (rpm)、回転数 (rps)、周期、速度の測定時に設定可能

スムージング 設定時間で測定データの移動平均を演算
設定時間：0.1 〜 1000ms( 設定分解能：0.1ms)
すべての測定項目で設定可能

パルス平均 設定したパルス数ごとに周波数測定を行う。
パルス間隔に周期を持ったムラがある場合、ムラを取り除くことができる。
設定パルス数：1 〜 4096
周波数、回転数 (rpm)、回転数 (rps)、電源周波数、周期、パルス積算、速度の測定時に設定可能

オフセット機能 オフセット周波数を基準にして、変動を観測可能
オフセット範囲：最大 value/ レンジ値の 100 倍まで設定可能

・周波数： 0Hz 〜 200kHz
・回転数 (rpm)： 0rpm 〜 50krpm
・回転数 (rps)： 0rps 〜 1000rps
・周期： 0s 〜 50s
・Duty： 0% 〜 100%
・パルス幅： 0s 〜 50s
・パルス積算： −1.0000 × 1022 〜 1.0000 × 1022

・速度： −1.0000 × 1022 〜 1.0000 × 1022

付録 2  周波数モジュール (701280) 仕様
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